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1

そ
の
制
度
的

・
財
務
的
側
面
l
I

川

上

幸

一

1

ω

処
分
問
題

の
性
格
と
期
間

働

責
任

の
所
在
ー
i
国
と
発
生
者

㈹

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国

の
処
分
体
制

㈲

処
分
費
用

の
特
徴
と
調
達

シ
ス
テ
ム

㈲

日
本

の
処
分
体
制
の
見
通
し

原

子
力

の
開
発

.
利

用

の
歴
史
も

す

で

に
半

世
紀

に
近

い
が
、

そ

の
間
、

五

つ
の
核

兵

器
保
有

国

を

ふ
く

む
約

五
十

か
国

に
・

ウ
ラ

ソ

の
核
分
裂
過
程

か
ら
撰

、
間
接

に
生
じ
る
放
射
性
廃
棄
物
が
累
積
し
て
お
り
、
名
国
は
今
そ
の
安
全
処
分

の
問
題
に
直
面
し
て
い

る
・

こ
の
処
分
問
題

に
は
、
放
射
性
廃
棄
物
を
人
間
や
生
物

の
生
活
圏
か
ら

恒
久
的
に

「
隔
離
」
(ぎ
巨
凶§
)
す
る
と

い
う
技
術
上

の
安
全

問
題

の
ほ
か
に
、
き
わ
め
て
長
期

に
わ
た
る
処
分

の
実
施
や
処
分

の
前
後

に
お
け
る
管
理

の
持
続
性
を
ど
の
よ
う
に
保
障
す

べ
き

か
と

い

う
、
従
来

に
な

い
制
度

上

の
問
題
が
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
制
度
問
題

(量

蒙

量

婁

①ヨ
)

へ
の
取
り
組
み
は
・
各
国
に
お
け

る
処
分
実
施
体
制

の
発
足
が
示
す
よ
う
に
本
格
化
し

つ
つ
あ
り
、
各
国

の
関
係
者
が
集

っ
て
討
議
し
た
O
E
C
D
原
子
力
機
関

(
(轟

♪
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①
母

穿

臼
αq
《

》
αq
窪
。蜜
)

の
報

告

書

「
放

射

性

廃

棄

物

の
長

期

管

理

ー

法

的

、

行

政

的

、

財

務

的

側

面

」

(ト
も
ミ
晦
密

§

さ

起
轟
晦
§

鳴
嵩
馬

ミ

寄

ミ
。§
ミ

恥
§
器
爵
ー
ト
轟
鼻

詮

ミ

謡
ミ
ミ
ミ
鴨
§
織
、
ミ
§
犠
ミ

国
ζ
恥ら
妹)
も

昨
年

公
表

さ
れ

た
。

こ

の
小
論

で
は
・

と
り
あ

え
ず

N

E
A
報
告

書

の
内

容

を
紹

介
す

る

と
と
も

に
、

本
年

三
月
、

筆

者
自

身
も
欧

州

五

か
国

(西
独
、

ス

イ
ス
・
オ
ラ
ソ
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
英
国
)
の
放
射

性
廃
棄

物

政
策
、

処
分

の
実

施
体

制

等

の
調
査

に
参

加

し

た

の
で
、

そ

の
さ

い
の
印
象

を
加

え

て
、

処
分
問

題

の
性
格

や

日
本

に
お
け

る
今
後

の
見

通

し

等

に

つ
き
、
若

干

の
考
察

を
試

み
た

い
。

ω

処
分
問
題
の
性
格
と
期
間

N

E
A
報
告

書

は
・

日
本
を

ふ
く

む
関
係

+

二

か
国

と

国
際

機
関

(・
E
C
D
、
E
C
、
-
A
E
A
)

の
代

表

が
、

一
九

八
〇
年

以
来
討

議
を
重
ね
た
結
果
を
と
り
ま
と
め
た
も

の
で
、
全
文
六
章
、
百
三
+
三
ぺ
↓

。
付
属
資
料

と
し
て
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分

に
関
す
る
各

国

の
法
制
、
許
認
可
手
続
、
処
分
実
施
体
制
、
資
金
調
達
措
置

の
実
例
を
収

め
て

い
る
。

墾

曇

は
そ

の
冒
頭

(箏

章
瓦

魁

の
性
質
L
)
で
、
制
度

の
持
続
性

の
問
題

ξ

い
て
重
要

な
指
摘

を
し
て
い
る
。
そ

の
部
分
を
引

用

す
れ
ば

、

1

公
衆

の
懸
念

は
長

寿
命

放

射
性

廃
棄

物

の
管

理

(ヨ
餌
話
σq
①ヨ
①
艮
)
に

は
数

千
年

に
わ

た
る
あ

る
種

の
制
度

的
管

理

(一.
・.韓
=二
。
..
一

§

琶

が

必
要

だ

と

い
う
、

誤

っ
た
印
象

か

ら
生
じ

て

い
る
。

…

廃

棄

物

を
封

じ

こ
め
る
技

術

的

パ

リ
ア

(げ
・.・一..防

壁
)
が
、
責

任
あ

る
機

関

の
監
視

あ

る

い
は
防

護

謹

に

よ

っ
て
補

完

さ
れ

ね
ば

な
ら

な

い
場
合

は
、

.」
の
よ
う

な
解
決

方
法

は
、

}」
れ

ら

の
制
度

的

手

段
が

技

術
的

パ

リ

ア
と
同

程
度

の
持
続

性
を
も

つ
場
ム
・
に
の
み
受
け

入
れ
ら

れ

る
だ

ろ
う
。

.あ

.」
と

は
、
制
度

的

管

理

に
依
存

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

す
る
処
分
方
法

の
場
合
・
管
理
の
持
続
筐

対
す
る
要
求
は
最
大
限
、
管
理

の
有
効
な
持
続
が
ム
・
理
的

に
確
実
な
期
間
に
限
定
さ
れ
ね

ぽ
な
ら
な

い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

…

問
題

は
、
制
度
的
管
理
嚢

期
間
放
射
性
を
も

つ
廃
棄
物

に
対
し
て
は
使
・羨

い
の
か
、
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そ
れ
と
も
放
射
能

の
減
衰

の
お
か
げ

で
、
あ

る
期
間
後

に
は
、
制
度
的
管
理
が
封
じ

こ
め

(8
馨
陣
ぎ
日
婁

)
の
安
全
性

に

と

っ
て
も
は

や
不
可
欠

で
は
な
く
な
る
の
か
、

そ
の
ど

ち
ら
な

の
か
で
あ
る
。

(報
告
書

p
誕
℃
傍
点
筆
者
)

言
う
ま
で
も
な

い
が
、

こ
の

一
節

は
廃
棄
物
処
分

に
お
け
る
制
度
的
管
理

の
必
要
性
や
有
効
性
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
は
な

い
。
数
千
年

に
わ
た
る
安
定

し
た

「
管
理
」

の
持
続

は
明
ら
か
に
不
可
能
だ
が
1

少

な
く
と
も
予
見
で
き
な

い
が
ー
1
、
そ
れ
よ
り
短

い

「
合
理
的
な
」
期
間

に
つ
い
て
は
、
制
度
的
管
理

の
有
効
な
機
能
を
期
待
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

つ
ま
り
、
問
題

は
制
度
的
管

理
が
ど

の
程
度

の
期
間
必
要
と
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
を

「
合
理
的
な
期
間
」
内
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
あ
る
こ
と
を
、
報
告
書

は
ま

ず
指
摘

し
た
わ
け
で
あ
る
。

引
用
文
が
示
す
よ
う

に
、
報
告
書

は
管
理
期
間
を
限
定
す
る
可
能
性
を
、
他

の
有
毒
物
質

に
は
な

い
放
射
性
物
質

の
特
性
ー

放
射
能

の
減
衰
ー

に
求
め
て

い
る
。
放
射
能
が
時
間
と
と
も

に
減
衰
す
る
か
ら
こ
そ
、

一
定
期
間

の
の
ち
に
制
度
的
管
理
を
も

は
や
必
要
と
し

な

い
状
態

に
到
達
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
減
衰
し
た
放
射
性
廃
棄
物
が
自
然
的

お
よ
び
技
術
的
バ
リ
ア
に
よ

(1

)

っ
て
l
I

そ
れ

の
み
で
ー

有
効
に
隔
離
さ
れ
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
よ
う
な
状
態

へ
の
到
達

に
要
す
る
時
間
は
、
放
射

ヘ

ヘ

へ

能

の
減
衰
速
度

お
よ
び
処
分
施
設

の
封
じ
こ
め
能
力

の
関
数
と
言

っ
て
よ
い
。

つ
ま
り
、
報
告
書

の
論
旨
を
ふ
え
ん
す
れ
ば
、
処
分
技
術

の
開
発
目
標
は
よ
り
高
度

の
封
じ
こ
め
の
達
成

に
向
け
ら
れ
る
べ
き

こ
と

(現
に
向
け
ら
れ
て
い
る
)
、
そ

の
結
果
と
し
て
制
度
的
管
理

の
必

要
期
間
は

「
合
理
的
な
期
間
」

に
短
縮
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ

の
前
提

の
上

で
、
制
度
的
管
理
に
関
す
る
議
論

は
実
際
的
な
意
味
を

(
2

)

も

つ
こ
と
を

こ
と
わ

っ
て

い
る
わ
け

で
あ

る
。

報
告
書
は
そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ω
廃
棄
物
長
期
管
理

の
制
度
的
側
面
、
②
長
期
管
理
-

技
術
的
特
徴
と
制
度
的
管
理
、
㈹
制
度

的
管

理
の
持
続
性
、
㈲
制
度
的
管
理
に
お
け

る
政
府
と
産
業
の
役
割
、
㈲
資
金
問
題
、
㈲
原
子
力
損
害
賠
償
問
題
を
順
次
検
討

し
て

い
る
。

こ
こ
で
は
あ
ま
り
細
部
に
立
入
る

こ
と
は
本
旨
で
は
な

い
の
で
、
報
告
書
が
制
度
的
管
理

の
ど

の
よ
う
な
具
体
像
を
画
き
、
問
題
点
を
指
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摘

し

て

い
る

か
を
、

高

レ
ベ

ル
廃

棄
物

(再
処
理
に
よ

っ
て
使
用
済
燃
料
か
ら
分
離
さ
れ
る
核
分
裂
生
成
物
)
の
処
分

を
中

心

に
紹

介

す

る
こ
と

に
す

る
。
低

レ
ベ

ル
廃
棄

物

(主
に
原
子
力
発
電
所

で
発
生
す
る
放
射
能
の
低

い
固
体
廃
棄
物
。
原
子
炉

の
解
体
廃
棄
物
を
ふ
く
む
)

に

つ
い
て

は
、

高

レ
ベ

ル
廃
棄

物

の
管

理
と

そ

の
特

微

が
異

な

る
点

を
引

用

す

る

に
と
ど

め
る
。

　
ヨ

　

報
告
書
は
ま
ず
、
処
分

の
制
度
的
管
理

の
期
間
を
処
分
場

の
閉
鎖

(o一8
環
o
)
前
と
閉
鎖
後

と
に
分
け

て

い
る
。

閉
鎖

の
前
後

に
お
い

て
制
度
的
管
理

の
内
容
が
質
的
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
閉
鎖
前

の
期
間

(頸
Φ
虹
8
霞
①
喜
毯

)
に
政
策
決
定

を
要
す

る
重
要
項
目
と
し

て
、
報
告
書

は

12345

を
挙

げ

て

い
る
。

が

行
な

わ
れ
、

制

度
的

に
も

こ

の
期

間

に
集

中

し

て
お
り
、

の
期

間
が
ど

の
位

の
年

数

に
収

ま

る

か
が
制
度

問

題

の
重
要

な

か
ぎ

と
言

っ
て
よ

い
。

次

に
処
分

場

の
閉

鎖
後

の
期

間

(宕
。・箆

。・。嘆
。
喜
螢ω①)

は
、

高

レ
ベ

ル
廃

棄

物
が

地

下
深

部

に

「
地
層
処
分

」

(岳
。・醤
。。帥=

嵩
αq.。
一。。q
冨

一

8
目

mユ
8
)
さ
れ

る

の
で
、
「
処
分

の
安

全

は
理
論
的

に
は
技
術

バ
リ

ア

(お
よ
び
自
然
バ
リ
ア
ー
筆
者
注
)
の
存

在

に
依

存
」
(報
告
書

,
h。
o)

す

る

こ
と

に
な

り
、

こ

の
段

階

の

「
管

理
し

は
記
録

の
保

存
、

サ
イ

ト
周

辺

に
お
け

る
あ

る
種

の
土
地

利
用
制

限

の
よ
う

な
、

む
し

ろ
行

研
究
開
発

の
方
向
づ
け
と
資
金

の
調
達
、

提
案
さ
れ
た
技
術
と
管
理
方
法

の
承
認
、

い
ろ
い
ろ
な

オ
プ

シ

ョ
ン
に
付
随
す
る
リ

ス
ク
の
受
容
可
能
性

の
評
価
、

処
分
実
施
主
体

の
設
立
、

処
分
場

の
長
期
的
な
運
転
の
安
全
性
の
規
制

つ
ま
り
、
閉
鎖
前

の
期
間

に
は
処
分
技
術

の
研
究
開
発
か
ら
処
分
場

の
建
設
、

運
転

(目
廃
棄
物
の
搬
入
、
処
分
)
ま
で

処
分
状
態

の
安
全
性

の
確
認

に
必
要
な

一
定
期
間

の
の
ち
、
処
分
場
が
閉
鎖
さ
れ
る
。
処
分

の
主
要
作
業
は
技
術
的
に
も
、

上
で
触

れ
た
制
度
的
管
理
の
有
効
性
、
持
続
性
が
問
題

に
な
る

の
も
こ
の
期
間
で
あ

る
。

こ
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第1図 処分期 間の モデル

(1)放 射性廃棄物の ライフ ・タイム

行/

詩
管

理＼

人
処頒 業のスケジュール 廃 開1孝 謙 処

棄始 棄 了 分
物 物 場

洲究開蕪 饗 饗 閉
鎖%一

父斯 場の人1司 人 髄 転
IIノ

地点選択 建設

{2}

政
的

性
格

の
管

理

に
移

る
。

も

ち
ろ

ん
、
社

会

心
理

的

理

由

な

ど

に

よ

っ
て

「
厳
密
に

は
不
必
要

な
」
追

加
措

置

を
行

政
当

局

が
行

な
う

こ
と

は
あ
り
得

る
。

一
方

低

レ
ベ

ル
廃
棄
物

の
場

合

は
、

ト

レ

ソ
チ

や
ピ

ッ
ト

に
収

め
て
土
盛

り

を

す

る
浅

層

処
分

(切冨
ぎ
尋

『
巳

げ霞
巨
)
が

可
能

で

(報
告
R
口
は
こ
れ
を
貯
蔵

。。8
冨
鴨

と
呼
ん
で
、
放
射
能
の
減
衰
と
と
も
に
あ
る
期
間
後
は
閉
鎖

11
処
分
に
移
行

で

き

る
も
の
と
見
て
い
る
)、

そ

れ

が

人

間

の
接
近

し
易

い
状

態

を
意
味

す

る

こ
と

か
ら
、

制
度

的

管

理

に
よ

る
補
強

(た
と
え
ば
立
入
禁
止
措
置
等
)

の
必
要

性

が

高

レ
ベ

ル
の
場
合

よ
り
も

反

っ
て
大
ぎ

い
と

い
う
、

一
見
意

外
な

指
摘

を
し

て

い
る
。

と

は
言

え
、
処

分

場

(貯
蔵
所
)
閉
鎖
後

の
補
強

的

管

理

の

期

間

は
、

低

レ
ベ

ル
で
あ

る

か
ら

比
較

的
短

か
く

て
す

む
。

処

分

場

(ま
た
は
貯
蔵
所
)
閉

鎖

ま

で

の
期

間

の
長
さ

は
、
今

の
段
階

で
は

ま

だ
推
定

の
域
を

出

な

い
の
で
、
報

告

書
も

一
世
紀

な

い
し
数
世

紀

と

い
う
数
字

を
、

示

し

て
い

る
だ
け

で
あ

る
。

し

か
し
、

高

レ
ベ

ル
廃

棄
物

の
場
合

の
大

ま

か
な
数

字

を
仮

に
示
し

て

み

る

と

、

固

化
体

(ガ
ラ
ス
固
化
体
)

の
貯
蔵

期
間

(放
射
能
を
減
衰
さ

せ
る
た
め
)

が

三
十
年

～

五
十
年

(
こ
れ
は
各
圃
が
ほ
ぼ
共
通
の

自
標

に
し
て
い
る
)
、

処
分

場

の
建
設

、

運
転

期

間
が
、

処
分

場

の
収

納

能
力

に

も

よ
る
が

ざ

っ
と

五
十
年
、

収

納
後

処

分
場

を
閉
鎖

す

る

ま

で
の
安

全
性

の
確

認

期

間

(廃
棄
物

の
取
り
出
し
が
可
能
)
が

五
十
年

と

す

る

と
、

合
計

で
百

三
十
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～
百

五
十
年

が

「
ア
ク

テ

ィ
ヴ
な
」

へ報
告
書
の
表
現
)

制
度

的
管

埋

の
期

聞
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

研

究
閾
発

や
処

分

地

の
選
定

、

処

分

試

験

(現
地
試
験
)
な
ど

を
行

な

う
期
間

は
、

固

化
体

の
貯
蔵

・
冷

却
期

間

と
時
期

的

に
重

な

る
と
見

て

よ

い
。

低

レ
ベ

ル
廃
棄

物

の
場

合

も

、

上
記

の
合
計

期
間

と

大
き

な
差

は
な

い
。

こ
の
期
間

は
実
際
に
は
よ
り
短

か
く
、
あ

る
い
は
よ
り
長
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、

ほ
ぼ

こ
の
程
度

の
オ
ー
ダ
ー
ー

報
告

書

の
い
う

一
～
数
世
紀
1

が
実
質
的
な
管
理
期
間

で
あ
ろ
う
と

い
う
認
識
は
、
処
分
問
題

の
議
論
を
徒
ら

に
拡
散
さ
せ
な

い
た
め
に
重

要

で
あ

る
。

こ
の
程
度

の
時
間
な
ら
、
前
述

の

「
合
理
的
な
」
期
間

の
範
囲
内

に
お
さ
ま
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
程
度

の
時
間

で
処
分
場

の
閉
鎖
に
到
達

で
き
る
か
は
、
主
と
し
て
処
分
施
設

の
封
じ
こ
め
能
力

に
か
か

っ
て
お
り
、
そ
の
達
成
を
明
確
な
技
術
目
標
と
し
て
開
発

を
進

め
る
こ
と
こ
そ
目
下

の
現
実
的
課
題

で
あ

る
が
、
そ

の

「
確
実

な
推
進
」

の
た
め
に
も
、
有
効
か

つ
持
続
的
な
管
理
が
要
求
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

②

責
任
の
所
在
1
ー
国
と
発
生
者

処
分

の
実
質
的
な
期
間
が

「
合
理
的
な
」
期
間
内
に
お
さ
ま

っ
て
も
、

そ
れ
が
産
業
廃
棄
物

の
異
例

の
長
期
管
理

で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り

は
な
い
。

処
分
場

の
閉
鎖
後
も

つ
づ
く
行
政
的
性
格

の
、
さ
ら
に
長
期
に
わ
た
る
管

理
を
ふ
く
め
れ
ば
な
お
さ
ら

で
あ
る
。

こ
の
こ
と

は
管
理
の
持
続
性

は
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ

に
付
随
す
る
世
代
間

の
問
題
、

つ
ま
り
後

の
世
代

へ
の
管
理
の
継
承
や
、
費
用
の
負
担
に
関
し
て

世
代
間

の
公
平

の
問
題

を
提
起
す

る
。

報
告
書

の
記
述

に
し
た
が
え
ば
、
放
射
性
廃
棄
物

の
長
期
管
理
が

「
政
府
や
規
制
当
局

に
新
し
い
性
質

の
責
任
を
負
わ
せ
る
の
は
、
そ

の
タ
イ

ム

・
ス
ヶ
ー

ル
と
経
済
的
イ

ソ
セ
ン
テ
ィ
ヴ
が
な

い
こ
と
の
た
め
」
(報
告
書

,
齢
)
で
あ
る
。
通
常

の
産
業
規
制
や
こ
れ
ま

で
の

原
子
力
規
制
は
、
「
純
粋

の
産
業
活
動
に
お

い
て
通
常
可
能
な
程
度

を
は
る
か

に
超
え
る
タ

イ

ム

・
ス
ケ
ー

ル
と
持
続
性

の
要
求

を
も

っ
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て
、

公

共

の
利
益

の
た

め
に
な
さ

れ

る
経

済

的

に
非

生
産

的

な
活

動
L

(同
上
)
に
は
、

全
く

有
効

で
な

い
。

処
分

場

の
閉
鎖
後

の
段
階

に

つ
い
て

は
、

と
く

に
然

り

で
あ

る
。
報

告
書

は
そ

の
よ

う
な
認
識

の
も

と

に
、

放

射
性
廃

棄
物

の
長
期

管

理

は

「
明

瞭

に
国

の
責
任

に
帰

す

る
」

こ
と
を
指
摘

し
、
各
国

の
原

子
力
法

制
が

ど

の
よ
う

に
国

の
責

任

を
成

文

化

し
て

い
る

か
を
例

示

し
て

い
る
。

念

の
た

め
断

わ

っ

て

お
く

が
、

こ
こ

で
言

う
管

理

は
あ
く

ま

で

舞

冨
α・
晋

①纂

で
あ

っ
て
、

政
府

が
行

な

う
通
常

の
規

制

(8
旨
け邑

)
の
意

味

で
は
な

い
。

つ
ま
り
長

期
管

理

に
関
す

る

「
国

の
責
任

」

は
、

処

分

施
設

の
建
設

、

運
転

お
よ
び
閉

鎖

の
許
認

可
、

処
分

の
進

行
過

程

に

お
け

る
諸

検
査

の
よ
う

な
通
常

の
規

制
を

も

ち

ろ
ん
含

む
が
、

そ

れ

に
は
限
ら
れ

な

い
。

む

し
ろ

こ

の
場

合

に
特
有

な

「
国

の
責

任

」
は
、

臼
き
轟
Φ・

臼
。三

自
体

に
国
が

か
か

わ
り
、
そ

の
責

任

を
引

き
受

け

る

か
ど

う

か

の
問

題

と

し
て
あ

ら

わ
れ

る
。
管

理

の
持
続

性

の
保

証

は
何

よ
り
も

、

ヘ

ヘ

へ

処
分
を
誰
が
行
な
う

か
と
い
う
処
分
実
施
主
体

の
選
択
に
か
か

っ
て
お
り
、

国
が
実
施
主
体
に
ど

の
よ
う
に
関
わ
る
か
が
最
初
に
問
わ
れ

る
。
報
告
書
は
こ
の
問
題
を

「
働
制
度
的
管
理
に
お
け
る
政
府
と
産
業

の
役
割
」
の
章

で
と
り
扱

っ
て
い
る
が
、

こ
れ

は
実
施
主
体

の
選

択
が

一
般
産
業

の
場
合
と
は
異
な
る
政
府
と
産
業

の
責
任

の
と
り
方
、
な
い
し
相
互
補
完

の
問
題
だ
と

い
う
認
識
が
あ

る
か
ら
で
あ

る
。

廃
棄
物

の
処
分
責
任

は
、

一
般
の
産
業
廃
棄
物

で
は
第

一
義
的

に
発
生
者

に
あ
る
。
そ

の
こ
と

の
よ
く
知
ら
れ
た
側
面
が
費
用

の
汚
染

者
負
担

の
原
則

で
あ
る
が
、
費
用

の
負
担
責
任

の
根
底
に
は
、
当
然
廃
棄
物

を
安
全

に
と
り
扱

い
、
そ

の
始
末
を

つ
け
る
こ
と

へ
の
よ
り

包
括
的
な
責
任
が
あ
る
。

し
か
し
放
射
性
廃
棄
物

の
場
合

は
、
そ

の
よ
う
な
発
生
者
責
任

に
委
ね
る
だ
け

で
は
廃
棄
物
管
理

の
安
全
性
、

持
続
性
が
保
障
さ
れ
な

い
と
こ
ろ
か
ら
、
国
の
介

入
が
要
求
さ
れ
る
。
報
告
書

は

「
国

の
責
任
」

を
指
摘
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
発
生
者
責

任
と

の
関
係

に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
今
回

の
欧
州
諸
国
の
調
査
で
は
、
各
国
が
発
生
者
責
任
と
国

の
責
任
を
ど

の
よ
う
に
噛

み
合
わ

せ
る
か
に
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
と

い
う

の
が
筆
者

の
強

い
印
象

で
あ

っ
た
。

そ
の
点
は
各
国
の
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
次
節

で

報
告
す
る
。

処
分
実
施
機
関
が
国

の
機
関
と
し
て
組
織

さ
れ
、
あ
る

い
は
国

の
機
関
が
指
定
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
持
続
性

に
は

一
応
問
題
が
な

い
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で
あ

ろ
う
。

し

か
し
、

国

の
部
分
的

関
与

な

い
し
発
生

者
責
任

に
も

と
つ
く

ケ
ー

ス
で

は
、

「
何

ら

か

の
理
由

で
、
施
設

の
運

転
者

が
も

は
や
責

任

を
負

え
な
く

な

る
」
(報
告
書

唱
.お
)
事
態

を
想

定

し
て

お
く

必
要

が
あ

り
、

そ

の
場
合

に
は
事
業

の
継

承
、

責

任

の
移

転

の
問

題

が
起
き

る
。

こ

の
場

合

に
は
他

の
運

転
者

へ
の
継

承
、
移

転
も

可

能

で
あ

る
が
、

最
終

的

に
は
や

は
り
国

に
よ
る
引

き
取

り
が

必
要

で

ヘ

ヘ

へ

あ

ろ
う
。

さ
ら

に
い

っ
そ

う
明

確
な

可
能
性

は
、

処

分
場

の
閉
鎖

時

に
お
け

る
管
理

責
任

の
移
転

で
あ

る
。

処

分

の
産

業

的
活
動

が
す

で

に
終
結

し
、

そ

の
後

の
管

理
内
容

が
質

的

に
変

化
す

る

こ
と
か
ら
、

産

業
的

主
体

に
そ

の
ま

ま
管

理

を
続
け

さ

せ

る

こ
と

は
明

ら

か

に
不

自

然

で
あ

る
。

報
告

書

は

こ

の
閉
鎖
後

の
管

理

に

つ
い
て
、

詳

細

な
検

討

を
行

な

っ
て

い
る
。

は
る

か
将

来

の
管

理
内
容

に
大

き

な
関

心
を
払

っ
た
理

由

に

つ
い
て
、

報
告

書

は

「
短
期
的

な

(処
分
場
の
)
運
転

を

い
か

に
組
織

す

る

か

の
決
定

は
、

そ

れ

に

続
く

長

期
的

局
面

の
事
実

に

よ

っ
て
確
実

に
影
響

を
う

け

る
」

(報
告
書

℃
・認
)

と

し
、

そ

の
事

例

と

し

て

一,
サ
イ

ト

の
開

発
前

の
環

境

影
響

調
査

の
さ

い
、

(処
分
場

の
)

運

転
者

は
運

転

の
終

了
後

に

サ
イ

ト
を
ど

の
よ
う

に
復

原

、
利

用
す

る
か
を
考

慮

す

る
義
務

が
あ

る
L
(唱
.器
)
こ
と

な
ど

を
挙

げ

て

い
る
。

閉
鎖

後

の
管

理

に
関

す

る
報
告

書

の
記
述
、

お

よ
び
提
案

の
概
要

は
以

下

の
と

お
り

で
あ

る
。

1

閉
鎖

後

の
管

理

は
技
術
的

よ
り

は
行

政

的
性

格

の
も

の
で
、

大
部

分

は
監
視

の
実

施

か
ら
成

る
。

2

一
つ
の
解

決

は
、

こ
の
責

任

を
単

一
の
政
府
機

関

ま

た
は
専

門

の
公

共
体

(実
際
的
な
経
験
を
も

つ
)
に
負

わ
せ

る

こ

と

で
あ

り

、

別

の
解

決

は
原
子

力
規
制

機

関

(許
認
可
の
経
験
が
あ
る
)
に
負

わ

せ

る

こ
と

で
あ

る
。

3

ま

た
原
子
力

に
は
関
係

が

な

い
が

、
伝

統

的

に
保

健

や
環
境

保
護

の
責
任

を
も

っ
て

い
る
公

共
体

の
利
用

も
可

能

で
あ

る
。

ど

の

国

に
も
政
府

、
自

治
体

の
環

境
、

水
、

保
健

、

記
録
保

存

の
多
様

な

サ

ー
ビ

ス
が
存

在
す

る

こ
と
を
想
起

す

る

必
要
が
あ

る
。

責
任

は

こ
れ

ら

の
二
、

三

の
主
体

に
分
担

さ

せ
る

こ
と
も

で
き

る
。

4

建
物
、

機

器

の
保

守

、

サ
イ

ト

へ
の
接

近
制

限

の
よ
う

な
、

技

術
的
性

格

の
強

い
ア

ク
テ

ィ
ヴ
な
管

理

は
、

以
前

の
運
転
者

か
他
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の
産

業
会
社

に
よ

っ
て
も
分
担

さ

れ
得

る
。

放
射
線

の
監
視

は
公
共

の
保

健
機

関
、

産

業
会
社

の
ど
ち

ら

に
や
ら

せ

て
も

よ

い
。

5

パ

ッ
シ
ヴ
な
管

理
と

し
て

は
、

サ
イ

ト
周
辺

の
土
地
利

用
規
制

が
重

要

で
あ

る
が
、

そ
れ

に
関
連

し
て

サ
イ

ト

の
所
有
権

を
移
転

す

べ
き

か
ど

う
か

の
問
題

が
あ

る
。

サ
イ

ト
が

す

で

に
国
有

で
あ

る
か
、

公

共
体

に
よ
る
買

上
げ

が
行

な

わ
れ
れ
ば

、
そ

れ

だ
け
規

制

の

自

由
度

が
増

す
が

、
私

的
所

有

で
あ

っ
て
も

土
地
利

用
規
制

と

矛
盾

す

る
わ
け

で
は
な

い
。

6

さ
ら

に
基
本

的

な

の
は
、
処

分

場

の
場
所

と
そ

の
内
蔵

物

の
知
識

の
保
存

で
あ

る
。

土
地
利
用

制

限

と
合
わ

せ

て
、

必
要

な
記

録

を

土
地
登
記
台

帳

に
記

入
す

る

こ
と
が
考

え
ら
れ

る
。

国
、

地
域
、

地

区

の
公
的

記
録

も

当
然
保

存

さ
れ

ね
ぽ

な
ら
な

い
。

7

最
後

に
国
際
的

デ

ー
タ

・
セ
ソ
タ

ー

の
設

立

に
よ

っ
て
、

各

国

の
記
録

(文
書
化
)

の
保
存

と

と

も

に
、

そ

の
内

容
、

様

式
あ

る

い
は
立
入
禁

止
標
識

や
放
射
線

監

視

の

ル
ー

ル
な
ど

の
統

一
化
が

可
能

に
な

る
。

こ
の
よ
う

に
、
N
E

A
報
告
書

は
将

来

の
問

題

を
先
取

り

し
、
処

分
場
閉

鎖
後

ま

で

の
長

期
管

理

の
全

体
像

を

明
ら

か

に
し

て
、各

国

の

処
分

問
題

へ
の
取

り

組

み

に
指
針

を
与

え

よ
う

と
し

て

い
る
。

報
告

書

を

と
り

ま

と

め
た
特

別
委
員

会

の
P

・
ス
ト

ロ
ー

ル

("

ω
ぎ
算

N
E
A
事
務
局
次
畏
)
は
先

般
来

日
し

た
が
、

処
分
実

施
機

関

を
設

立
す

る

タ
イ

ミ

ソ
グ

に

つ

い
て
、

筆

者

の
質

問

に

..窃

8
0
欝

器

2
。・・

。・筐

①
篭
と
答

え
、

そ

の
理
由

と
し

て
、

処

分

の
研
究

開
発
、

廃
棄

物

の

コ
ソ
デ

ィ
シ

ョ

ニ
ン
グ

(圃
化
な
ど
)、

貯
蔵

、

処
分

(処
分
場
の
地

点
選
定
、
処
分
場
の
設
計
、
建
設
、
運
転
、
閉
鎖
等
を
ふ
く
む
)

は
、
密

接

に
関

連

し

た

一
連

の
プ

ロ
セ

ス

で
、

そ

の
あ

る
部

分
、

あ

る
時

期

(と
く
に
初
期
)

の
決
定

は
、
他

の
部
分

、

そ

の
後

の
時

期

の
展

開

に
本
質

的

に
影
響

し
、

制
約

に
な

る
吋
能

性
が
大

き

い
こ
と

を
挙
げ

て

(4

)

い
た
。

放
射
性
廃
棄
物
管
理

の
長
期
挫
、
持
続
性
は
、
そ
う
し
た
複
雑
な

シ
ス
テ
ム
の
構
築

か
ら
消
滅
ま
で
の
過
程
を
意
味
し
て
お
り
、

生
産
的
事
業

に
お
け
る
同

一
ま
た
は
類
似

の
業
務

の
繰
り
返

し
に
よ
る
長
期
存
続
で
は
な
い
こ
と
を
銘
記
す

る
必
要
が
あ
る
。
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㈹

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
処
分
体
制

放
射
性
廃
棄
物

の
処
分
実
施
主
体
は
、
欧
米

の
原
子
力
発
電
国

の
ほ
と
ん
ど

で
す

で
に
設
立
さ
れ
、
活
動

し
て

い
る
。
各
国
の
実
施
機

関

の
組
織

上

の
性
格

は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
産
業
経
済
事
情
、
法
制
、
行
政
機
構
、

と
く

に
原
子
力
産
業

の
そ
れ
ら
を
反
映
し
て
異
な

っ
て
お

り
、
そ
う
し
た
国
情

の
相
違

の
な
か
に
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ

の
組
織
選
択

の
理
由
が
あ

る
。
上
で
触
れ
た
よ
う

に
、
各
国
が
組
織

の
持
続
性
、

管
理

の
効
率
挫
を
目
標

に
、
自
国

の
条
件

の
も
と
で
発
生
者
責
任
と
国

の
責
任
と

の
兼

ね
合

い
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
と

い
う
の
が
、

今
回
調
査

の
印
象

で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
は
調
査
前
に
は
必
ず

し
も
予
期

し
な
か

っ
た
結
果

で
あ

っ
た
。

(4

)

わ
れ

わ
れ

は
訪

問
先

に
質

問
状

を
送

付

し
た
時
点

で
、

実

施
体
制

の
問
題

を

比
較
的
簡

単

に
考

え

て

い
た
。

た

と
え
ば

、

そ

の
国

の
処

分
実

施
機

関

が
国
営

、

私
営

、
な

い
し
そ

の
中
間

形
態

の

い
ず

れ

で
あ

る
か
を
最

初

に
質

問

し
、

そ

の
運
営

の
実

態

を

た
し

か
め
、

国
営

の
場
合

は
な
ぜ

国

の
関
与

を
選

ん
だ

の
か
、

ま
た
私
営

の
場
合

は
な
ぜ

国

を

必
要

と
し

な

か

っ
た

の
か
を
問

い
た
だ
す

こ
と

で
、

国
営
、

私
営

そ
れ
ぞ

れ

の
利

点
、

運
営

の
特

徴
、

そ

し
て
各
国

の
選

択

の
動

機

を
明

ら

か

に
で
き

る
と

予
期

し
た

わ
け

で
あ

る
。

し

か
し
実

際

に

現

地
を
訪
問

し
て

み
る
と
、

問
題

の
核

心
は
国
営

か
、

私
営

か

の
点

で
は
な
く

、

む
し

ろ
発
生
者

責

任

か
、

国

の
責

任

か

の
選

択

に
あ

る

こ
と
が
分

っ
た
。

し

か
も
、

外
見

上

の
組
織

形
態

が
ど

う

で
あ
れ

、
国

の
責

任

の
比
重

は
ど

の
国

で
も

一
様

に
大
き

い
こ
と
が
確

認

さ
れ

蔦
卵

以
下

・
各

国
別

に
処
分
実

施

機

関

の
構
成

・
責
任

の
帰
属

、

運
営

お

よ
び
選

択

の
背

景

に

つ
い
て
、

そ

れ
ぞ

れ

の
特

徴

を

比
較

し
て

み

よ
う
。

㈲

英

国

英
国

は

一
九

八
二
年

に
、

処
分
実

施

機
関

N
I
R

E
X

(窯
巨

魯
=

巳
・
・。菖

閃
巴
δ
9&
〈
.
芝
騨。。冨

穿

8
島

く
。)
を
設
立

し
た
。

設

立

に

参

加

し

た
C

E
G

B

(中
央
電
力
庁
)、

S
E

G
B

(
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
電
力
庁
)、

A
E

A

(英
国
原
子
力
庁
)、

B

N
F

L

(英
国
核
燃
料
公
社
)
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は
、

い
ず

れ
も

国
営

の
事

業
体

ま

た
は
研
究

開
発
機

関

で
あ

り
、

し
た
が

っ
て

こ
の
四
者

で
構

成

さ
れ

た

N

I
R
E
X
も

国
営

の
機

関

で

あ

る
。

つ
ま
り
、

英

国

で

は

「
な
ぜ

国

営

な

の
か
」

と

い
う
質

問

は
、

ほ
と

ん
ど
意
味

を

な
さ

な

い
。

N

I
R

E
X
が

国
営

な

の
は
、

パ

ー
ト

ヘ

ヘ

ナ
ー
の
四
者
が
国
営

で
あ

る
こ
と
の
結
果
で
あ

っ
て
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
を

「
国

の
責
任
で
」
と
い
う
、
目
的
意
識
な

い
し
動
機
が

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

先
行

し
た
わ
け

で
は
な

い
。

む
し
ろ
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
四
者
が
放
射
性
廃
棄
物

の
四
大
発
生
者

で
あ
り
、
そ

の
発
生
者
責
任

に
も
と
つ

い

て
処
分

の
実
施
機
関
を
組
織

し
た
と

い
う

の
が
英
国

の
選
択
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

も
ち
ろ
ん
、

N
I
R
E
X
が
国
営
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が

「
国

の
責
任
」
に
よ
る
処
分
体
制
で
あ
る
こ
と
を
も
当
然
意
味
し
て
い
る
。

国

の
責
任
と
発
生
者
責
任
と
が
英
国

で
は
両
立

し
て

い
る
が
、
国
家
責
任

の
起
源
は
放
射
性
廃
棄
物
に

ス
ペ
シ

一

第2図 英團の処分実施体制

一一CEGB(国 営
,発 生者)

NIREX-1…SEGB(国 営・ 発生者)
一 一AEA(国 営

,発 生者)
_-BNFL(国 営

,発 生者)

注 左側が処分実施機関,右 側がそのパー トナ

を示す。以下の各国の図も同じ。

ブ
イ

ッ
ク
な
選
択

の
結
果

で
は
な
く
、
電
力

・
原
子
力
産

業
の
基
幹
部
分
が
す

で
に
国
有
化
さ
れ
て

い
る
と
い

う
、

よ
り

一
般
的
な
英
国

の
産
業
事
情

に
求
め
ね
ば
な
ら
な

い
。
N
I
R
E
X
が
労
働
党
政
権
時
代
に

「
放
射

性
廃
棄
物
公
社
」

と
し
て
立
案
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
し
サ

ッ
チ

ャ
i
保
守
党
政
権
が
公
社

の
設
立
を
嫌

い
、
N

I
R
E
X
に
は

い
ま
だ
法
人
格
が
与

え
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
、
今

日
ま
で
の
経
緯
も
、
処
分
実
施
機
関

の

性
格
が
産
業
国
有
化
i

ー
な
い
し
私
有
化
ー

問
題

の
次
元

で
左
右
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
た

が

っ
て
、
N
I
R
E
X
の
国
営
形
態

か
ら

「
処
分

の
国
家
責
任
方
式
」
を
短
絡
的

に
帰
納
す
る
の
は
不
正
確
で
、

そ
の
組
織
原
則
自
体

は
発
生
者
責
任

で
あ

る
と

こ
ろ
に
む
し
ろ
英
国

の
特
徴
を
見

る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

(6

)

N

I
R

E
X

の
責

任
範

囲

は
、

す

べ
て

の
放
射

性
廃
棄

物

(高
、
低
レ
ベ
ル
)
の
処
分

で
あ

る
が
、
政

府

は
最

近
、

既
存

の
ド

リ

ッ
グ
処

分

場

(目Φ窓
。。禅
Oq
"
低

レ
ベ
ル
)

に
続

く
第

二
処
分

場

(中
低

レ
ベ
ル
)
の
地
点
選

定

を

N
I
R

E

X
に
指

示

し
、

こ
れ
が

N

I
R

E

X

の
当
面

の
主
任

務

に
な

っ
て

い
る
。

高

レ
ベ

ル
廃

棄
物

に

つ
い
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第3図 スイスの処分実施体制

NAGRA
連 邦保 健局(国,発 生 者)

1--6電 力会社(公 共電力
・発生者)

 

責
任

は

「
七
分

の

一
パ

ー
ト
ナ

ー
」

違

う

よ
う

に
見

え
る
。

で
あ

る

こ
と

を
知

れ
ば
、

て
構

成

さ
れ

た
公
共

的
性

格

の
強

い
組

合

で
あ

っ
て
、

と
見

る

こ
と
が

で
き

る
。

ま

た
、

上
記

の
七

八
年

連

邦
令

は
国

自
身

が
処

分

を
行

な

う
権

利

を
留
保

し
て

お
り
、

て
は
、

ガ
ラ

ス
固
化
体
を
五
十
年
間
貯
蔵
す

る
方
針

で
あ
り
、
現
在
処
分
場

の
地
点
選
定

の
動
き
は
な

い
。

㈲

ス
イ

ス

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ス
イ

ス
は

一
九

七

八
年

の
連

邦

令

(原
子
力

法

に
も
と
つ
く
)

に

よ

り

、

放

射

性

廃

棄

物

処

分

の
発

生

者

責

任

を
規

定

し

た
。

処

分

の
実

施

機

関

N

A

G

R

A

(2
註

8

巴
Φ
O
。
8
ω§

。・。
訂
{=

母

山
凶①
冨

σq
⑦
H8

"・
菊
巴
冨

。
ユ
〈
巽

〉
げ
塗

一p

別
名

C
.E

D
R
A
)

は

、

ヘ

へ

一
般

の
組
合
法

に
も
と
つ
く

「
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
全
園
組
合
」
と
し
て
、

七
二
年

に

い
ち
早
く
設
立
さ
れ
て

い
た
が
、
七

八
年
連
邦
令

に
よ
り

「
処
分
」
も
そ

の
責
任
範
囲

に
含
ま
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。

N
A

G
R
A
は
電
力
六
社

と
国

(連
邦
保

ヘ

ヘ

へ

健
局
)
の
七
者

を
パ

ー
ト

ナ
ー
と

す

る

主
要

発

生
者

の
組
合

で
あ

る
。
国

が

パ

ー

ト
ナ

ー
に
加
わ

っ
た

の
も
、

国
立

研
究
所

や

工
場
、

病

院
な

ど

の
放
射

性
物

質
使

用
者

(小
発
生
者
)

を
代

表
す

る
、

あ
く

ま

で
発

生
者

の
立

場

か

ら

で
、

組

合
法

の

規
定

に

よ
り
、

そ

の
組

合
内

で

の
地

位

は
他

の
パ

ー

ト

ナ
ー
と
対

等

で
あ
り
、

他

の

パ
ー

ト
ナ

ー
と

と

も

に
通
常

経
費

(プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
費
は
別
)

の
七
分

の

一
つ

つ
を
負

担

し
て

い
る
。

し

た
が

っ
て
、

N

A
G

R

A

の
性
格

は
私
的

事
業

体

で
あ
り
、

関

係
者

も
N

A

G
R

A
は

.、ぎ
含

。。砕q
..
だ

と
説

明

し
て

い
た
。

こ
の
よ
う

に
、

ス
イ

ス
の
実

施
機

関

の
発

生
者

責
任

に
も

と
つ

く
構
成

は
N

I
R

E
X

(英
)
と
同

じ

で

あ

る
が
、

国

の

に
と
ど

ま
り
、

私
的

責
任

の
方

が
強

い
体

制

で
、
英

国

に

お
け

る
国
家
責

任

の

「
両

立
」
体

制

と

は

し

か
し

こ

の
外
見

上

の
相
違

ぽ
、

ス
イ

ス
の
電
力

会

社
が

カ

ソ
ト

ソ

禽

壁
8
員

州
)
を

出
資
者

と
す

る

公
共
電
力

実

質

的
な

相
違

で
は
な

い
こ
と
が
分

か
る
。

N

A
G
R

A

は
そ

の
本

当

の
パ

ー
ト
ナ
ー
、

連
邦

と

州

と

に
よ

っ

ヘ

へ

英
国

の
場
合
と
同
じ
く
、
処
分

の
発
生
者
責
任
と
公
共
責
任
と
が
両
立
し
て

い
る

放
射
性
廃
棄
物

に
関
す

る
連
邦
専
管

(州
に
は
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管
穰

が
な
い
)
も
規
定
し
て
い
る

竃

、
国
は
N
A
G
R
A
の
墓

に
在

っ
て
・
券

の
最
終
責
任
を
明
選

引
蔓

け
て
い

る
と
箆

る
。

た
だ
、
発

生
者

と
国
が

完
全

に
イ

コ
ー

ル
の
N

-

R
E
X

と
は
違

い
、

N
A
G

R

A

の
場

合

は
連
邦

と
州

"
電
力

と

の
対
抗

関
係

を

含
ん
で
い
る
、」
と
は
確
か
な
の
で
、
そ

の
観
点

か
ら
は
、
国

の

「
七
分

2

ず

ト
ナ
↓

ッ
こ

も
・
単
な
る
発
生
者
の
立
場
を
超
え

て

い
る

よ
う

に
思

わ
れ

た
。

た

と
、兄
ば
、

国

の
参

加

に
よ

っ
て

N
A

G
R

A

の
持

続
性
が

保
障

さ

れ
、
あ

る

い
は
N

A
G

R
A

の
場

で
発

生
者

目
電

力
と

の
協

議
、
国

の
統
制

が
好
便

に
行

な

わ

れ
る

な
ど

の
政
策

次

元

の
効
果
が

推

測
さ

れ

た

の
で
あ

る
が
・

そ

の
点

に
関

し
て

N

A
G

R

A
関

係
者

か
ら
明

確

な
回
答

は
得

ら
れ

な

か

っ
た

(後
述
の
オ
ラ
ソ
ダ
で
は
、
そ

の
点
が
政
策
的
に
意
識
さ
れ
て
い
る
)。

N
A

G

R
A

は
現

在
、

低
中

レ
ベ

ル
廃
棄

物

処
分

場

(噌9
。
。。一§

団
)

の
地

点
選
定

を
す

す

め

て

お

り
、

一
方

ア

ル
プ

ス
山
中

の
グ

リ

ム

ゼ

ル

(。
.屋

)
地
下
実
験
所

で
、
高

レ
ベ

ル
廃
棄
物
処
分

の
地
質
調
査
、
試
験
を
行
な

っ
て
い
る
。

ス
イ

ス
は
使
用
済
燃
料

の
再
処
理

を

フ
ラ

ン

ス
に
委
託

し
て
お

り
、
高

レ
ベ

ル
廃

棄

物

(固
化
体
)

は

フ
ラ

ン
ス
か

ら
返
還

さ
れ

て

く

る
。

そ

の
中
間

貯
蔵

所

を

フ
ラ

ン

ス

と

の
国

境

に
近

い

ル
ー

セ

ソ
ス

(ピ
ロ。。鵠
・。)
に
設

置
す

る
計
画

で
あ

る
が
、

こ

こ

に

は
再
処

理
前

の
使

用
済

燃
料

も
貯
蔵

す

る
計

画

で
・

.航

を
従
来

の
よ
う
に
再
処
理
委
託
す
る
か
、
そ
れ
と
も
使
用
済
燃
料

の
ま
ま

(廃
棄
物
と
し
て
)
処
分
す

る
か
の
決
定
を
・

ス
イ

ス
政
府

は
保
留

し
て
い
る
。

グ
リ

ム
ゼ

ル
の
地
下
実
験
所

は
、
今

回
の
調
査

で
現
地
を
訪
間
し
た
が
、

日
本

の
黒
部
ダ

ム
を
思
わ
せ
る
高
地
水
力
発
電
所

の
地
下
道

を
利
用
し
て
、
安
上
り

の
実
験
所

(花
崩
岩
層
)
を
設
置
し
て
お
り
、
契
約
岩

の
西
独

の
諸

企
業

(後
述
)

の
技
術
者

た

ち
が
・

一
年

の

半
ば
以
上
を
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
高
山
で
の
地
下
実
験

に
黙

々
と
と
り
組

ん
で
い
た
。

勧

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン

ス
ウ

、
弄

ン
は
今
回
調
査

の
対
象
国
で
は
な

い
が
、
処
分
実
施
機
関

の
性
格
が

ス
イ
ス
の
N
A
G
R
A
に
似
て
い
る
毯

・

N
E
A

報
告
書
そ
の
他
に
ょ
り
そ

の
特
徴
を
見
て
お
く
こ
と

に
す
る
。
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ス
ウ

ェ
ー
デ

ソ
の
場
合
も
、

一
九
八

一
年

の

「
使

用
済
燃
料
等

の
た
め
の
将
来
的
支
出

の
資
金
調
達

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
処
分

は
原
子
炉
運
転
者

"
発
生
者

の
責
任
で
あ

る
こ
と
を
規
定

し
た
。
そ

の
法
律
名
が
示
す

よ
う
に
、
発
生
者
責
任
を
ま
ず
費
用
負
担

の
責
任

(汚
染
者
負
担
の
原
則
)
と
し
て
捉
え
、
そ

の
資
金

シ
ス
テ

ム
を

法
定

す

る
な

か

で
、
研
究
開
発

や
中
間
貯
蔵

も

ふ
く

む
広
範
囲
な
責
任

(実
施
責
任
)
を
発
生
者

に
帰
し
た
点
が
、

ス
ウ

ェ
ー
デ

ソ
の
特
徴
と
言
え
る
。

こ
の
八

一
年
法
に
も
と
づ
き
、
発
生
者

口
電
力
会
社

は
共

ヘ

へ

同
出

資

の
処

分
機

関

「
核

燃
料

・
廃
棄

物
管

理
会
社

」

(旧
S
K
B
F
)

を
設

立

し
、

処

分

の
資
金

は
法

が

規
定

し

た

政
府

所
管

の
基

金

(2
讐
δ
目
巴

ロロ
。碧
島
8
「
。。儲
三

男
ロ
Φ一
が
管
埋
)
と

し

て
、

微
収
、

積

立

(お
よ
び
支
出
)
が

始

ま

っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な

ス
ウ

ェ
ー
デ

ソ
の
体

制

も
、

日
本

で
は
私

的
責
任

に

ょ
る
処

分
方

式

1
ー

の
典
型

1

と

見
ら

れ

て

い
た
。

し

か
し

こ

の

ウ ェーデ ンの処分実施体制

一SSPB(国 営電 力 ,発 生 者)

OKG

Sydkraft

}(公一 発生者)

第4図 ス

SKBF

見
方

の
誤

り

は
、

同
国

の
電
力

会

社
が

圖
営

電
力

S
S

P
B
と
、

各
州

の
出
資

に

よ
る
公
共

電
力

で
あ

る
こ
と

か
ら
容

易

に
分

か
る
。

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
の
体

制

も
、

ス
イ

ス
と
同

じ
公

共
的
性

格

の
強

い
発
生

者

責
任

の
体
制

で
、

最
終

的

に

は
そ
れ

を
国

の
責
任

で

バ

ッ
ク
ア

ッ
プ

し
て

い
る

こ
と

は
、

上
記

の
基
金

制
度

に
お
け

る
政
府

管

理
や
、

八

一
年

法

お

よ
び

八

四
年

の
原

子
力

法
改

正
法

(ぎ

。一Φ碧

〉
。牙

三
窃

〉
。梓)
が
、

廃

棄
物
管

理

の

全
体

的
規

制

と
長

期
的

責

任

を
国

に
負

わ
せ
て

い
る

こ
と

か
ら
知

ら
れ

る
。

ス
ウ

ェ
ー
デ

ソ
は
国

民
投
票

(
一
九
八
〇
年
)

の
結
果
、

原
子

力
発

電

所

の

建

設

を

当
面

十

二
基

(二
〇

一
〇
年
ま
で

に
閉
鎖
)
ま

で
で
中

止
す

る

こ
と

と
し

た

の
で
、

廃

棄
物

の
生
涯
発

生

量

や

処
分

の
業
務

量
、

期

間
、
所
要

資

金

が
限

定

さ

れ
、
処

分
計

画

を
立
案

し
易

い
立
場

に
あ

る
。

今

後

も
使

用
済

燃
料

の
再

処

理

(英

.
仏
に
委
託
)
を
行

な

う

か
、

使

用
済
燃

料

の
ま

ま
処
分

す

る

か
に

つ
い
て

は
、

や

は
り
決
定

を
保

留

し
て

い
る
。

の

オ
ラ

ソ
ダ

ナ

ラ

ソ
ダ

は
、

処
分
実

施

機
関

の
組
織

原

則
が

上

記
三

国
と

は
明

ら

か

に
異

な

る

ケ
!

ス
で
あ

る
。

オ
ラ

ソ
ダ

は

一
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九

八

二
年
、

処

分

の
実

施

主
体

と

し

て
有

限
会

社

C

O
V

R
A

(英
訳
11
0
①
韓
「巴

O
茜
鼠

N豊
8

♂
「
力
聾

。卑
6牙

①
≦
器
仲。)
を
同

設
置

法

に

よ
り
設

立

し

た
。

そ

の
パ

ー

ト
ナ

ー
は
国

(出
資
比
率

一
〇
%
)
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
研
究

所

(E
C
N
、
財
団
、
同
三
〇
%
)、

G

K

N

(電
力
、
同

ヘ

ヘ

へ

三
〇
%
)、

P

Z

E
M

(電
力
、
同
三
〇
%
)

の
四
者

で
、

そ

の
う
ち

政

府

を
除

く
三
者

は
発

生
者

で
あ

る
が
、

政
府

は
環

境
省

に
よ

っ
て

代
表

さ
れ
、

同
省

が
重

役
を
派

遣

し

て

い
る

の
で
、

明

ら

か
に
規
制

の
立
場

か
ら

の
参

加

で
あ

る
。

C
O
V

R

A
は
発

生
者
責
任

を

ベ
ー

ス
と

し
な
が

ら
も
、

そ

れ
を

限
定

す

る
形

で

「
国

の
責
任

」

が

一
部
導

入

さ
れ

た

ケ
ー

ス
と
言
え

る
。

関

係
者

は
そ

の
よ
う

な

C
O
V

R

A

の
性
格

を
、

「
C

O
V

R
A

の
な

か

に
は

一
方

に

政
府
、

他
方

に

電
力

等

"
発

生
者

が
同
居

し
て

(
10

)

、

語

第5図 オ ランダの 処分実施体 制

一一 環 境 省(国)

一一 エ ネルギー研究所(財 団
r発 生看)COVRA

-PZEM(公 共電 力
,発 生者)

一 一GKN(公 共電 力
,発 生 者)

し
る
L
と

い
う
表
現
で
説
明
し
た
。

C
O
V
R
A
の
重
要
な
決
定

は
、
政
府
重
役
を
通
じ
て
た
だ
ち
に
持

ち
上
げ
ら
れ
、

関
係
四
省

の
協
議

に
付
さ
れ
る
。
決
定
が
不
適
当
と
判
断
さ
れ
れ
ぽ
、

C
O
V
R
A
設
置
法

の
規
定

に
も
と
づ
き
政
府

(重
役
)
は
拒
否
権
を
行
使

で
き
る
。
ま
た
、
政
府
と
発
生
者
側
と
の
交
渉
が
C
O
V
R
A
の
内
部
で
目
常
的
に
行
な
わ

れ
、

G
O
V
R
A
は
政
府
主
導
下

の
便
利
な

「
政
策
調
整
」

の
場
と
し
て
機
能

し
て

い
る
。

ス
イ
ス
の
場
合
と
違

い
、

オ
ラ

ン
ダ
政
府

は
そ

の
よ
う
な
C
O
V
R
A
の
構
造
を

は

っ
き
り
画

い
た
上
で
、

C
O
V
R
A
に
参
加
を
決
め
た
わ
け

で
あ

る
。
C
O
V
R
A
は
最
終
処
分

の
ほ
か
、
廃
棄
物
発
生
施
設
敷

地
外
で
の
中
間
貯
蔵

を
ふ
く
む

一
切

の
責
任
を
負

い
、
廃
棄
物
を
発
生
者
か
ら

ア
ク
セ
プ

ト
す
る
義
務
も
法
定
さ
れ

て
い
る
。

そ
れ

は
国

の
C
O
V
R
A
参
加
を
必
要
に

し
、
ま
た
可
能

に
し
た
法
的
根
拠

と
言

っ
て
よ
い
。

オ
ラ
ソ
ダ

は
、
ペ
テ
ソ

(℃
①洋
①コ
)
の
暫
定
貯
蔵
所

(低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
)
に
つ
づ
く
第
二
貯
蔵
所
を
建
設
中
で
あ

る
。

高

レ
ベ
ル
廃
棄
物
は
再
処
理
委
託
先

の
英

・
仏

か
ら
返
還
さ
れ
る
の
で
、
中
間
貯
蔵
所

の
地
点
選
定
を
す
す
め
て

い
る

が
、
伝
統
的
な
オ
ラ

ソ
ダ

の
国
際
志
向
性
が
見
ら
れ
た
の
は
、
同
国

の
国
土
が
狭
く
、
適
地

の
選
定
が
む
ず

か
し

い
と

の
見
通
し
か
ら
、
N
E
A
の
国
際
処
分
計
画
や
中
国
な
ど
の
使
用
済
燃
料
引
取
り
提
案
に
強

い
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
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の
各

国

と

は
異

な
る
。

国

と

の
パ
ー
ト
ナ

ー

シ

ッ
プ

も
採

ら
ず
、

よ
り
、
「
国

の
責
任

に
よ
る
処
分

」

が

い

っ
そ

う

明
確

で
あ

る
と
言

え

る
。

ベ

ル
ギ

ー
は
、

小
規

模

の
再

処

理
施
設

(現
在
閉
鎖
中
。
長
年
N
E
A
の
国
際
共
同
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
運
営
さ
れ
た
)
の
あ

る

モ
ル

(ζ
。一一)

に
高

レ
ベ

ル
廃
棄
物

処

分

の
地
下
実

験
所

を
完

成

し
、

地
質

調
査
、

試

験
を
進

め
て

い
る
。

高

レ
ベ

ル
廃
棄

物

は
、

こ
の
国

で
も
英
、

仏

か
ら
返
還

さ
れ

て
く

る

の

で
、

そ

の
中

間
貯

蔵

地
点

を
選
定

中

で
あ

る
。

低

レ
ベ

ル
廃
棄

物

に

つ
い
て

は
、

海

洋
処

分

の
中
止

に
と

も
な

い
、

陸

地
処

分

を
検

討

し

て

い
る
。

(
11
)

と

で

あ

っ
た

。

匂

ベ

ル
ギ

ー

ベ

ル

ギ

ー

の

処

分

実

施

機

関

O

N

D

R

A

F

(9

σ・
磐

一。。暮

Z
巴

§

巴

曾

。。

O
①
6
匿
・・

菊
帥
山
一。
餌
。
無

。。
①
曽
恥
①
。。
ζ
帥
藩

.。
の

コ

。。。・ま

。・曽
別

名

N
I

R

A

S

)

は

、

一
九

八

一
年

三

月

の

王

令

(閃
畠

鋤

O
己
9

で

設

立

さ

れ

た

。

そ

の

理

事

会

は

、

(
12

)

所
管

の
経
済
省

を
は
じ

め
十
省
庁

の
代
表
と
市
民
代
表
二
名

で
構
成

さ
れ
、
発
生
者

の
電
力
会
社
は
加
わ

っ
て
い

な
い
。

つ
ま
り
、
O
N
D
R
F
は
行
政
委
員
会
的
性
格

の
純
国
家
機
関

で
あ

り
、

発
生
者
責
任
を

「
国

の
責
任
」

に
よ

っ
て
完
全

に
代
置

し
た

ヶ
ー
ス
と
言
え
る
。
発
生
者

の
電
力
会
社
は
、

O
N
D
R
A
F
が
決

め
る
費
用

の
年

額
を
契
約

ベ
ー
ス
で
支
払

っ
て

い
る
。

経
済
省

の
担
当
官

は
、
「
な
ぜ

国
家
機
関
な
の
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
、

そ

の
理
由
と

し

て
放
射
性
廃
棄
物

の
管
理
は
超
長
期

に
わ
た
り
、
私
企
業

の
責
任
で
は
処
理
で
き
な
い
こ
と
、
非
営
利
の
機
関

の
方
が
安
価
に
処
分

を
行
な
え
る
こ
と

の
二
点
を
挙
げ

た
。
因
み
に
、

ベ

ル
ギ
ー
の
電
力
会
社

は
す
べ
て
私
企
業

で
あ
り
、

こ
れ
ま
で

ベ

ル
ギ

ー
は
私
企
業

の

「
発
生
者
責
任
」

で
は
問
題
を
処
理
で
き
な

い
と
見
て
、

オ
ラ

ン
ダ

の
よ
う
な
発
生
者

と

完
全
な
国
家
管
理

の
処
分
体
制
を
布

い
た
わ
け
で
、
二

つ
の
責
任
が
両
立
し
て
い
る
国

の
場
合
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ω

西

独

今
回

の
訪
問
国

の
な
か
で
、
処
分
計
票

も

.
と
も
進
展

し
て
い
た

の
は
西
独
で
あ

っ
た
。

こ
の
国
は

冗

七
六
年

の
原
子
力
法

改
正

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

で
、

放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
を
国

の
責
任
と
し
、

そ

の
実

施
機

関

と
し

て
国
際

的

に
も

著

名

な
連
邦
物
理
工
学
研
究
所

P
T
B

(
℃
ケ
団
.,
一パ
麟
寓
、.
げ

↓
。
。
ゴ
甥
油・.。
7
Φ
・ロ
賃
"
畠
Φ
甲
鋤
=
・,叶⇔
ε

を

指

定

し

た
。

計

画

の
含

の
震

ぶ

り

は
、

体

制

の
最

確

妾

そ

の
後

の
+

年

間

こ

の

問
題
に
本
腰
を
入
れ
て
き
た
成
果
と
言

っ
て
よ
い
。

第7図 西独の処分実施体制

PTB-DBE(主 契㈱ 一[謙 灘 羅
)

し

か
し
、

政
府
、

P
T

B
、

D
W

K

(ト
ニ
電
力
共
同
出
資
の
再
処
理
会
社
)
が

共
同

で

推
進

し

た

当
初

の

ゴ

ア

レ
ー
ベ

ン

(。
。.一.げ
。口
.
謹

.

.・。・。ゴ
・。.
質
再

処
理

肇

物

管

翠

ン
字

(い
わ
ゆ
る
核
燃
料

ず

ク
)
計

画

は
・

複

雑

な
安
全

性
論

争

に

巻

き

.」
ま
れ
、

た
ま

た
粟

国

で
起

き

た

ス
リ

↓

イ

ル
島

原

子
力

発
電

所
事

竺

死

七
九
年
)
の
馨

も

う

け

て
・

中
絶

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

そ

の
印
象
が
強
烈
だ

っ
た
の
で
、
今
回

の
訪
問

で
分

っ
た
西
ド
イ
ツ
の
計
画

の
進
展
ぶ

り
は
意
外

で

あ

っ
た
が
、
そ

の
説
明
は
.コ
ア
¥

ベ
ン
計
画

の
中
絶
が
単
な
る
挫
折
で
は
な
く
、
貴
薯

遺
産
を
残
し
た

こ
と
に
求

め
ら

れ

る
。

す

な

わ
ち

コ
ア

レ
L

ヘ
ソ
の
敷

地

は
、

再
処

麗

設

を
計
画

か
ら
外

す

こ
と

で
、

使

用
済

燃
料

(
一
、
五
〇
〇

ト
ン
U
)
お

よ
び
中

低

レ
ベ

ル
廃

棄

物

の
中

間
貯
蔵

施
設

の
聲

と
、

最
終

処
分

(低

・
高

レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
全
肇

物
が
対
象
)
を

こ

こ
で

行

な
う

た

め
の
ボ

ー

リ

ン
グ
調

査

の
実
施

が
、

〒

ダ

↓

ク

セ

ン
州

に
受

け

入
れ

ら
れ

た
。

さ
ら

に
・

同

州

の

コ
ン
ラ

ッ

ド

(訳
o
目
匙
)
も
最

終

処
分

(発
熱
を
無
視

で
き
る
廃
棄
物
が
対
象
)
予

定

地

と
し

て
認

め
ら

れ
、

同
じ
く

ア

入

ウ

ス

(喜

琶

に

は
、
D
W

K
が
も

う

ひ

と

つ
の
使

用
済

燃

料
中

間
貯
蔵

施

設

二

、五
〇
〇
ト
ソ
U
)
の
敷

地
を

確
保

・

二
i
ダ

ー
ザ

ク

セ
ン

州
琴

や
西
独
の
肇

物
処
分
計
画
の
拠
点
州
に
な
り
つ
つ
鶉

。
実
施
機
関
に
指
定
さ
れ
た
P
T
B
も
・
そ
の
毒

は
ニ

ー
ダ

ー

ザ

ク

セ

ン
に
あ

る
。
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西
独

の
体
制
は
完
全
な
国
家
責
任

の
点

で
、

ベ
ル
ギ

と
同
じ

パ
タ
↓

で
あ
る
が

(西
独
の
電
力
会
社
も
私
企
蒙

多
い
)、

ベ
ル
ギ

の

「
行
政
委
員
会
」
と

鐘

い
・
P
T
B
は
処
分
遂
行

の
専
門
的
、
実
務
的
能
力
を
自
ら
備
、そ

い
る
。
そ

の
上
、
将
来

の
処
分
場
の
建

設

蓮

転
者

と
な

る
主
契
約

者

D
B

E

(o
舞

。。6冨

o
§

旨

逗

ヨ

葺
目

尊ロ
窪

§
匹
口d
⑦蕊
。げ
§

団
巳
一弾。・8
)
も

、

P

T
B

の
指
導

下

に
設

立

さ
れ
・
す

で

に
ゴ

ア

レ
義

ン
・

コ
ソ
ラ

ッ
ド

で
活

動

し
て

い
る

な
ど
、

西
独

の
体

制

は
も

は
や

処
分
実

行
段

階

の
そ
れ

と
　一目
、乏

。

D

B

E
は
連

邦
会
社

三
社
・

D
W

K

の
合

弁
会

社

で
、

発

生
者

(D
W
K
)

は

こ

こ
に
よ
う

や
く
姿

を
見

せ
て

い
る
。

西
独

は
・
使

用
済

燃
料

の
中

間
貯
蔵

(発
生
施
設
外
)
ま

で
を
発

生
者
、

処

分

は
P

T

B
と

い
う

責
任
区

分

を
と

っ
て

い
る
。

P

T
B

は

処
分
場

の
認
可
申
請
者

(昌
忌
。磐
戸

↓
州
↓
内
務
省
)
と
な
る

芳

、
中
間
貯
蔵
施
設

に
対
し

て

は
認
可
権
を
も

っ
て
お
り
、
中
間
貯
蔵

か
ら
処
分

へ
の
ス
ム
ー
ス
蓮

結
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

P
T
B
は
計
画

の

"
頭
脳
・
と
し
て
.」
れ
を
推
進
し
、
安
全
性
等

の

一
切

の
責

任
を
負

い
・

芳

現
地
作
護

研
究
開
発
を
ふ
く

め
、
契
約

べ
去

で
D
B
E
等
に
委

ね
る
と

い
う

の
が
西
独

の
体
制

で
、
研
究
開
発
要

素
を

ふ
く
む
長
期

の
処
分
妻

の
遂
行

に
適
し
た
、

よ
く
考
え
ら
れ
た
体
制
と
思

わ
れ

た
。

西
独

は
六
〇
年
代
暴

、

ア

.
セ

(〉
.....
)

の
低

レ
ベ
ル
肇

物
処
分
場

の
経
験
も
持

っ
て
お
り
、
そ

の
関
係
企
業
や
D
B
暴

が

ス
イ

ス
の
グ
リ

ム
ゼ

ル
地
下
実
験
所
で
契
約
者

と

し
て
活

動

し

て

い
る

こ
と

は
す

で

に
触

れ

た
と

お
り

で
あ

る
。

以
上
の
よ
う
な
欧
州
六
か
国

の
現
状
か
ら
、
処
分
実
纏

関

に
関
す

る
禽

の
選
択
の
特
徴
を
、

一
部
補
足
し
な
が
ら
要
約
し
て
お
.、

う

む
、

主
要
発
生
老
が
国
営

で
あ

る
か
、

公
共
的
性
格
の
強

菌

で
は
、
発
生
者
責
任
に
も
と
つ
く
処
分
実
纏

関
を
組
織
し
て
お
り
、

そ
れ
に
よ

っ
て
同
時
に
国
家

・
公
共
責
任
も
実
現
さ
れ
て

い
る
。

芳

、
発
生
者

の
私
的
籍

が
強

い
国

で
は
、
発
生
者
責
任
を
制
限
な

い
し
代
置
す
る
形
で

国

の
責
任
L
が
導
入
さ
れ
、

処
分
実
纏

関
を
政
府
が
自
ら
、

ま
た
は
産
業
と
共
同

で
組
織
す
る
か
、
聾

な
国
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の
機
関
を
指
定
す
る
方
法
を
と

っ
て

い
る
。

2

後
者
の
場
A
.
に
、
「
国

の
責
任
」
が
導
入
さ
れ
、
法
定
さ
れ
る
に
至

っ
た
経
緯

に

は
、
そ
れ
ぞ

れ

の
国

の
原
子
力

・
環
境
論
争

の

複
雑
な
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
中
間
貯
蔵
期
間
を
ど
の
程
度

に
す
る
か
、
と
く

に
そ
れ
を
延
長
す
る
か
ど

う
か
の
判
断

に
も
そ

の
こ
と
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

3

各
国

の
処
分
実
施
機
関
は
、
例
外
な
く
す
べ
て

の
放
射
性
廃
棄
物

に
対
す
る
責
任
を
負

っ
て
お
り
・
放
射
能

レ
ベ

ル
や
発
生
源

に

よ

っ
て
欝

を
区
別
し
て
い
る
国

は
な

い
。
そ

の
背
景
に
は
、

放
射
能

の
高

底

区
分
が
人
為
的
な

も

の
で
・
処
分
事
業
や
管

理
の
内
容

に
本
質
的
な
差
違
は
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
る
。

4

処
分
実
施
体
制

の
特
徴
は
、
処
分
費
用

の
調
達
、
婁

、
支
出
の
ど

の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
か
に
も
あ
ら
わ
れ

て
い
る
・

そ
の
問
題
は
次
節

で
と
り
上
げ

る
。

ω

処
分
費
用
の
特
徴
と
調
達
シ
ス
テ
ム

ふ
た
た
び
N
E
A
墾

口
激
凹
に
戻

っ
て
、

処
分

の
墓

問
題

に
関
す
る
報
告
書

の
見
解
を
見
て
お
,」
う
・
墓

問
題

の
核
心
は
・
言
う
ま

で
も
な
く
長
期
の
管

理
費
用
を
誰
が
、
ど

の
よ
う
に
負
担
す
る
か
で
あ
り
、
世
代
間

の
負
担

の
公
平

と
と
も

に
・
長
期

の
蘂

遂
行
を
保

障
す
る
確
実
な
質
金
調
達

シ
ス
テ
ム
が
要
求
さ
れ
る
。

報
告
書

は
、
処
分
費
用

の
特
徴
を
次

の
よ
う
に
要
約

し
て
い
る
。

ω

廃
棄
物

の
発
生
時
占
描と
そ

の
処
分
時
占
{と
の
比
較
的
長

い
間
隔
。
し
奈

っ
て
、
資
金

の
収
集
時
点

と
支
出
時
点
と
の
ず
れ
・

㈹

支

出

の
額

が
処

分
場

の
設

計

.
建
設

段
階

、
運

転
段

階
、

閉
鎖

後

の
段

階

に
よ

っ
て
大
き

く

異
な

る

こ
と
・

.」
れ
ら
は

擾

的

に

「
遅
れ
た
支
出
、
長
く
持
続
す
る
畜

、

(時
期
に
よ
っ
て
)
禦

暴

る
支
出

を

調
達

す

る

必
要
性
」

(馨

書
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を
意
味
し
て

い
る
。

第

8
図

は
、

支
出

の

時
間
的
推
移

に
関
す
る

ス
ウ

ェ
ー
デ

ソ
の
試
算
例

で
あ

る
が

(
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
で
は
処
分
事
業
の
規
模
が

ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
)、

こ

の
図

の
費
用
は
ピ
ー
ク

年

(二
〇

一
〇
年
)
以
前

に
主
に
支
出
さ
れ
る
研
究

開
発
費
、
中
間
貯
蔵
費
、
さ
ら
に
再
処
理
費
な
ど

の
関
連
費
用

を
含

ん
で

い
る
の
で
、

こ
れ
ら
を
除

い
た
処
分

の
直
接
費
用
に
限
れ
ば
、
時
期
に
ょ
る

支
出
の
偏
差

は
も

っ
と
大
き
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
性
格

の
費
用

の
調
達

は
、
高

レ
ベ

ル
廃
棄
物

(ま
た
は
使
用
済
燃
料
)

の
処
分
に
お
い

て
と
く

に
問
題
に
な
る
。
低

レ
ベ

ル
廃
棄
物

の
浅

層
処
分

は
比
較
的
早

い
時
期

に
始

ま
る
の
で
、

ま

た
閉
鎖
後

の
監
視
は
長
期
間
に
わ
た
る
が
、
費
用

の
額
が
小
さ

い
の
で
、
何
れ
も
資
金
調
達
上

の
特

別
な
困
難
は
生
じ
な

い
。

し
か
し
高

レ
ベ

ル
廃
棄

物
は
、
そ

の
発
生
時
点
と
処
分
時
点
と

の
間
隔
が

固
化
体

の
貯
蔵

期
間

(五
〇
年
を
こ
・兄
る
か
も
知
れ
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な
い
)
を
含

ん
で
余
り

に
も
長
く
、

そ

?

」
と
が
資
金
問
題

の
性
質
を
変
え
る
。

報
告
漠

そ
の

よ
う
な
籍

の
の
ち
・
考
え
ら
れ
る
資

金
調
達

の
方
法
と
し
て
以
下
の
四

つ
を
挙
げ
て

い
る
。

-

公
共
的
そ

の
他

の
専
門
機
関

(処
分
舞

機
関
の
こ
と
)
に
対

し
、
原
子
炉
運

転
者
が
賦
課
金
を
払
込
む
ー

払
込
喜

る
ー

方

法
。
払
込
み

の
開
始
は
廃
棄
物

の
発
生
時
点
、
貯
蔵
ま
た
は
処
分

の
開
始
時
点
な
ど
。

2

特
別
基
金
を
設
立
し
、
原
子
炉
運
転
者
が
定
期
的

に
払
込
む
方
法
。
そ

の
裂

と
し
て
、
運
転
謹

内
部
留
保
を
霧

づ
け
る
方

法
も
あ
る
。

3

処
分
費
用
が
実
際

に
発
生
し
た
時
点

で
、
原
子
炉
運
転
者
が
負
担
す
る
方
法
。

4

研
究
開
発
費
を

ふ
く
む
廃
棄
物
管
理

の
全
費
用
を
、
公
共

の
利
益
の
た
め
の
支
出

と
見
な
し
・
公
萎

金

つ
ま
り
国

の
予
算

で
ま

か
な
う

方
法
。

墾

口
書

は
.」
れ
ら

の
う
ち
、
ω
と
②
を
現
実
的

と
見

て
い
る
よ
う
だ
が
、
両
方
法

の
政
治
的

経

済
的
譲

(仲ー

)
は
異
な
る
と
し
・

複
雑
な

モ
デ

ル
に
よ
る
両
方
法

の
比
較

.
検
討

の
必
要
性
を
指
摘

し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
・
報
告
書

の
評
価

の
要
点
を

引
用

し
て
お
こ
う

(ほ
ぼ
原
文
の
表
現
)
。

-

基
金

の
設
立
は
、

長
期

の
安
全
性

の
確
保

と
各
世
代

へ
の
費
用

の
公
平
な
割

り
当
て

の
観
点
か
ら
・
良

い
解
決
法

で
あ
る
・
原
子

力
発
電
計
画
の
持
続
性

に
依
存
し
な

い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

し
か
し

芳

、
酸
出
額

の
計
算
に
簡

題
が
あ

り
・
費
用
見
積
り

の
不
確

か
さ
を
別
に
し
て
も
、
通
貨

の
減
価
や
市
場
利
子
率

(の
変
動
)
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

2

原
子
炉
運
転
者
に
よ
る

(処
分
霧

機
関

へ
の
)
規
則
的
な
払
込
み
は
、
墓

を
処
分
機
関

が
直
接
使
え
る

こ
と
や
・
投
資
プ

。
ジ

ェ
ク
ト

(処
分
場
の
建
設
な
ど
)
の
髪

・、
所
要
墓

を
借

入
金

で
補

う

こ
と
が
で
ぎ
る

フ
レ
キ
シ
ブ

ル
な
調
達
方
法
に
見
え
る
か
も
知
れ

な

い
が
、
資
金
の
利
用
可
能
性
や
世
代
間

の
負
担

の
公
平

に
対
す
る
保
証
は
・
基
金
制
度

に
及
ば
轟

・
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3

処
分
費
用

の
発
生
時
点

(廃
棄
物
の
搬
入
時
点
な
ど
)
に
お
け
る
調
達
は
、

い
わ
ば

「
資
金
調
違

の
繰
り
延

べ
」

で
あ
り
、
費
用
見

積
り

の
不
確

か
さ
は
避
け
ら
れ
る
が
、
廃
棄
物

の
発
生
時
点

に
お
け

る
運
転
者

の
収

入
を
も
は
や
利
用

で
き
な

い
の
で
、

(巾
略
)
廃
棄
物

管
理
の
重
荷

の
大
半
を
将
来
世
代

に
負
わ
せ
る

こ
と
に
な
る
。

4

公
共
資
金

の
利
用
は
・
廃
棄
物
管

理
に
お
け
る
政
府

の
特
別
な
責
任
を
反
映

し
て
お
り
、

必
要
資
金

の
利
用
可
能
性

の
確

か
な
保

証

を
与

え

る

こ
と

は
疑

い
な

い
。

ま

た
、

国

の
支

出

一
盤

後

続

の
世
代

に
利
益

を
も

た
ら

す
。

経
済

的
観

点

か
ら
も
、

.」
の
方
法

は
納

税
者

の
負
担
が
彼
ら

の
電
気
消
費
量
に
比
例
す
る
程
度

に
応

じ
て
正
当
化
さ
れ
る
。

報
告
書

の
指
摘

の
と
お
り
・
㈹

の

「
資
金
調
達

の
繰
り
延
べ
」
は
世
代
間

の
負
担
を
不
公
平

に
す

る
点

で
、
選
択

の
範
囲
か
ら
事
実
上

除
か
れ
よ
う
・
ま
た
ω

の
公
共
資
金

の
利
用
も
、
報
喜

は
触
れ
て

い
な

い
が
、
国

の
財
整

情

に
左
右
さ
れ
る
、
発
生
者
責
任
と

の
兼

ね
合

い
等

の
問
題

が
あ

り
・
実

際

に
は
部
分

的

な
寄
与
、

ま

た

は
止

む

を
得
な

い
場

合

の
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ

手
段

に
と
ど
ま

る
と

田
心
わ
れ

る
.

欧
米
諸
票

す

で
に
設
立

し
て
い
る
資
金

シ
ろ

ア
ム
も
、

上
記
四
方
法

の
ω
と
②

に
属
す

る
も

の
ば

か
り
で
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
ら
の
具

お
　

体

例

の
二
、

三
を

あ
げ

て

お
く
。

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン

上
述
の
八

囲
年
法

に
も
と
づ
き
、
政
府
茄
笹
理
歩
を
基
金
制
度
を
作

っ
た
。
基
金

へ
の
払
込
額
は
、
処
分
の
総
費
用

(
ス
ゥ

ェ
ー

デ
ソ
の
場
合
は
研
究
開
発
費
等
を
ふ
く
む
)
を
見
積
り
、
発
篭

力

三

〇

一
〇
年
ま
で
の
)
K
w
H
当
た
り
で
電
力
会
社
に
割
り
当
て
ら
れ
、
毎
年

徴齢
れ
礁
講

難
灘

糊雛

驚

冠
齢雛

嚇

毅

讐

馨

翫
ビ結窪

餐

wH

当
た
り

一
ミ
ル
を
支
払
う
こ
と
を
義
獲

つ
け
た
。
こ
の
支
払
額
は
毎
年
見
直
さ
れ
る
。
さ
ら
に
既
発
生
の
廃
棄
物
に
つ
い
て
も
、
運
転
者

に

一
括
払
い

(た
だ
し
追
加
払

い
は
葉

さ
れ
な
い
を

義
筋

つ
け
た
点
で
、
あ
く
ま
で
現
世
代
の
受
薯

(消
費
者
)
に
負
担

さ

芸

方
針
を
徹
底
し
イ、
い
る
。

上
述

の
引
渡
し
契
約
は
、

享

ル
ギ
省

が

冗

九
八
年
か
ら
肇

物
を
引
き
取
る
と
い
う
約
束

(規
定
)
が
前
提
で
、
そ
れ
と
発
生
者
側

の
事
前
支

払
義

務
と
が
対

に
な

っ
て

い
る
。

(17
)

西
独

処
分
欝

P
T
B

へ
の
廃
棄
物

の
引
渡
し
と
、
賦
課
金

(処
分
費
の
み
)
の
P
T
B
に
よ
る
徴
収
を
政
令

(
一
九
八
二
年
)
で
規
定
し
た
。



西
独
の
場
合
、
こ
の
徴
収
金
は

一
た
ん
連
邦
財
政
に
組
み
入
れ
ら
れ
、

P
T
B
予
算
と
し
て
配
分
さ
れ
る
。

つ
ま
り

「基
金
」
は
存
在
し
な

い
の
で
、

形
態
上
は
上
記
四
方
法

の
う
ち
の
ー
に
当
た
る
。
P
T
B
は
処
分
総
費
用
の
見
積
り
を
し
て
い
る
が
、
西
独
の
処
分
計
画
は
現
実

に
進
ん
で
い
る
の
で

む
し
ろ
毎
年

の
実
支
出
が
徴
収
額
を
決
め
る
ベ
ー
ス
と
見
ら
れ
る
。

ス
イ
ス

前
述
の
と
お
り
組
合

パ
ー
ト
ナ
!
の
七
者
が
通
常
経
費
を
均
等
負
担
し
て
い
る
。
発
生
量
比
例
は
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
費

に
適
用
さ
れ
、
発
生

ヘ

ヘ

ヘ

へ

電
力

K
W
H
当
た
り
で
徴
収
』

発
生
者
の
政
府
鍛

適
当
な
壕

電
力
比
を
用
い
る
.、
と
と
し
て
い
る
。

ス
イ
ス
竺

九
八
三
年

の
政
令

で
、
別
に

原
子
炉
解
体
基
金
も
設
立
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
他

の
国

ベ
ル
ギ
ー
の
O
N
D
R
A
F
は
今

の
と

こ
ろ
、
主
要
発
生
者

(電
力
会
社
)
と

の
契
約

で
当
面
の
経
費
を
ま
か
な

っ
て
い
る
。
本
格

的
な
資
金
シ
ス
テ
ム

(貯
蔵
費
と
処
分
費
)
は
検
討
中
で
、
と
り
あ
え
ず
は
発
生
者

に
内
部
留
保
さ
せ
、
後
日
O
N
D
R
F
が
管

理
す
る
基
金
に
移
す

こ
と
を
考
・比
て
い
る
。
英
国
の
N
I
R
E
X
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
経
費
を

"出
し
合

っ
て
"
運
営
し
て
い
る
段
階
で
、
正
規
の
資
金

シ
ス
テ
ム
は
N
I

R
E
X
の
法
人
化
と
合
わ
せ
設
立
さ
れ
る
と
見
ら
れ
る
。
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以
上

の
各
国

の
事
例

は
、
各

国
が
処
分
政
策
や
体
制

の
全
体

フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
な
か
に
、
資
金

シ
ス
テ

ム
を
ど
の
よ
う

に
組
み
こ
ん

で
い
る
か
の
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
が
、

こ
こ
で
は
傾
向
的
な
特
徴
と
し
て
と
り
あ
え
ず
以
下

の
二
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

ひ
と

つ
は
、

ほ
と
ん
ど
の
国
が
基
金
制
度

ま
た
は
処
分
実
施
機
関

へ
の
払
込
方
式
を
採
用
し
て

い
る
が
、
全
体

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
の

関
連
で
は
、
両
者
の
間
に
実
質
的
な
差
異
が
な

い
こ
と
で
あ
る
。
ど

の
国
も
処
分

の
国
家
責
任
を
明
確
に
し
、
そ
の
統
制
下
に
資
金
シ
ス

テ

ム
を
置

い
て
い
る
か
ら
で
、

と
く
に
廃
棄
物

の
引
取
り
ー

国
ま
た
は
処
分
実
施
機
関
に
よ
る
ー
ー
規
定
が
資
金
統
制
を
可
能

に
し
た

前
提
と
考
え
ら
れ
る
。

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
の
場
合
も
、
形
態

上
は
発
生
者

サ
イ
ド
に
責
任
と
義
務
を
集
中
し
て

い
る
が
、
法
律

で
広
範

囲
な

(研
究
開
発
を
ふ
く
む
)
責
任
を
義
務
づ
け
、

さ
ら
に
政
府
管
理

の
基
金
制
度

を
法
定

し
て
い
る

の

で
、

国
家
責
任

の
強
さ
は
実
質
的

に
他

の
諸
国
と
変
わ
ら
な

い
。

も
う
ひ
と

つ
は
、
基
金
制
度

の
代
案
で
あ
る
事
業
者

に
ょ
る
内
部
留
保
が
、

ベ

ル
ギ
ー
が
暫
定
的
に
考
慮
し
て
い
る
以
外
見
当
ら
な

い

こ
と

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
恐
ら
く
、
資
金
が
事
業
者
に
よ

っ
て
積
み
立

て
ら
れ
、
直
接
に
は
そ

の
管
理
下
に
あ
る
こ
と

の
何
ら
か
の
デ
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メ
リ

ヅ
ト
を
示
唆

し
て

い
る
。
考
え
ら
れ
る
の
は
や
は
り
、
処
分
事
業

の
長
期
性

の
も
と

で
、
資
金

の
充
分
性
、
支
出

の
円
滑
さ
、
通
貨

の
減
価

へ
の
対
応

の
よ
う
な
政
策
目
的

の
追
求
が
、
資
金

へ
の
国

の
統
制
力
不
足
に
よ

っ
て
妨
げ

ら
れ
る
懸
念

で
あ
ろ
う
。

以
上

の
点
は
、

日
本

の
処
分
体
制
や
資
金

シ
ス
テ
ム
の
検
討

に
さ

い
し
、

日
本

の
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら
自
主
的
な
判
断
を
迫
ら
れ
る

問
題
点
と
言

っ
て
よ

い
。

お

わ

り

に
、

い
。

㈲

日
本
の
処
分
体
制
の
見
通
し

日
本

の
処
分
実
施
体
制
、
資
金

シ
ス
テ
ム
等
の
選
択
に

つ
い
て
、
欧
米

の
事
例
を
参
考

に
若
干

の
所
見
を
述
べ
て
お
き
た

日
本
の
放
射
性
廃
棄
物
政
策

の
こ
れ
ま
で
の
経
過

に
は
、
欧
米
諸

国
と
は
異
な
る
点
が
あ
る
。
低

レ
ベ
ル
廃
棄
物

に
つ
い
て
は
、

主
要

(
19
)

発
生
者

(電
力
会
社
)
を

パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
処
分
実
施
機
関

(株
式
会
社
)
が
す
で
に
設
立
さ
れ
、

そ
れ
と
は
別
に
高

レ
ベ

ル
廃
棄
物

の

処
分
体
制
が
現
在
ま
さ
に
論
議

の
姐
上
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
放
射
性
物
質
使
用
者
な
ど
の
小
発
生
者

の
廃
棄
物
も
、
電
力
会
社

(
20

)

の
そ
れ
と
は
別
に
処
分
さ
れ
る
見
通

し
な

の
で
、
欧
米
と
は
違

い
、

処
分
体
制

の
分
散
が

ほ
ぼ
確
定
的

に
な

っ
て

い
る
が
、
そ

の
主
な
原

因
は
日
本

の
縦
割
行
政
に
あ

る
と
言

っ
て
よ
い
。

も

ち
ろ
ん
、
処
分
体
制
や
資
金

シ
ス
テ

ム
の
主
対
象

は
高

レ
ベ

ル
廃
棄
物
な

の
で
、
高

レ
ベ

ル
に
限
定
さ
れ
た
日
本

の
処
分
体
制

の
論

ヘ

ヘ

ヘ

へ

議
が
、
欧
米

の
場
合
と
本
質
的

に
異
な
る
わ
け

で
は
な

い
。
欧
米

の
事
例
や
高

レ
ベ

ル
廃
棄
物

の
特
性

に
照
し
て
、

日
本

で
も
国

の
責
任

に
も
と
つ
く
安
定
し
た
処
分
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
が
当
然
望
ま
し

い
-

原
則
論
と
し
て
は
そ

の
こ
と
に
異
論

は
少
な

い
ー

が
、
実

際

に
体
制
を
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
と
、

日
本

の
電
気
事
業

の
性
格
や
現
行
法
制
l
I
電
気

・
原
子
力
関
連
法
規
1
1

と

の
整
合
性
が
、

か
な
り
厄
介
な
議
論

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
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日
本

の
電

力
会

社

は
、

企
業
形
態

と
し

て

は
明

ら

か

に
私

企

業

(株
式
会
社
)

で
あ

り
、
国

の
関
与

は
電

源
開
発

(株
)

へ
の
国

の

一
部

出
資

が
あ

る

だ
け

で
あ

る
。

そ

の
点

で
は

西
独

や

ベ

ル
ギ

ー
と
同

一
パ
タ
ー

ン
で
あ

り
、

両

国

の
よ
う

な

「
国

の
処
分

機

関
」

体
制

が
適

合
す

る

ケ
ー

ス
と
思

わ
れ

る
。

し

か
し
、

日
本

の
電

力
会

社

は
電
気
事

業

法

に
も

と
つ

く

公
益
事
業

規

制

を
う
け

て
お
り
、

料

金
規

制
や

ヘ

ヘ

へ

資
本
規

制
に
よ

っ
て
自
由
な
収
益
活
動
を
制
限
さ
れ
て

い
る
点

で
、

一
定

の
公
共
的
性
格
を
付
与
さ
れ

て
い
る
。
そ

の
こ
と
の
産
業
組
織

上

の
議
論

は
さ
て
お
き
、
そ
の
公
益
性
と
私
企
業
性

の
ど
ち
ら
を
重
く
見
る
か
に
よ

っ
て
、
廃
棄
物
処
分
体
制
の
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
・

た
と
、κ
ば
国
家
責
任
、
発
生
者
責
任
、
あ
る

い
は
そ

の
中
間

の
共
同
責
任
体
制

(い
わ
ゆ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
)
な
ど
が
、

理
論

上

は

い

ず
れ
も
選
択

の
可
能
範
囲
に
あ

る
こ
と

に
な
る
。

問
題

は
そ
れ
ら

の
処
分
体
制

の
も
と
で
、
従
来

の
公
益
事
業
規
制
1
ー
そ
れ
も
国

の
責
任
規
制

で
あ

る
ー
1
が

一
定

の
役
割
を
う
け
も

つ
ぺ
き
か
、
ま
た
可
能
か
で
あ
る
。

公
益
事
業
規
制

の
側
か
ら
は
、

た
と
え
ば
資
金

シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
料
金
規
制
の
従
来

の
や
り
方

で
処
分
費
用
を
認
定
し
、
電
力
会
社

に
内
部
留
保
さ
せ
れ
ば
よ

い
と

い
う
主
張
が
、
提
起
さ
れ
る
に
違

い
な

い
。

し
か
し
、
発
生
者

に
よ

る
内
部
留
保
に
は
す
で
に
指
摘

し
た
よ
う
な
問
題
点
が
あ
り
、
資
金
が
プ

ー

ル
さ
れ
て
も
、
処
分
実
施
機
関
と
の
関
係

は
ど
う
な
る
の
か
・

資
金

の
充
分
性
は
誰
が
チ

ェ
ッ
ク
す
る

の
か
、
要
す
る
に
現
行

の
料
金
規
制
は
、

は
た
し
て
そ
う
し
た
処
分
政
策
上

の
目
標
を
も
考
慮
し
・

実
現
で
き
る
よ
う
な

シ
ス
テ

ム
な
の
か
と

い
う
疑
問
が
残
る
。

電
気
薯
業
法

に
よ
る
と
、
同
法

の
目
的

は

「
電
気
事
業

の
運
営
を
適
正
か
つ
合
理
的
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

電
気

の
使
用
者

の

利
益
を
保
護

し
、
及
び
電
気
事
業

の
健
全

な
発
達
を
は
か
る
…
…
」

(第

一
条
)
こ
と
に
あ
る
。

同
法

は
こ
の
目
的

の
た
め
に
電
気
事
業
審

議
会
を
設
置
し
、
料
金

.
資
本
等

の
規
制
を
行
な

っ
て
き
た
。

法

の
目
的
を
広
義

に
解
釈
す
れ
ば
、
高

レ
ベ

ル
廃

棄

物

の
安

全

処

分
も

「
電
気
事
業

の
健
全
な
発
達
」

の
た
め
に
、

ま
た

「
電
気

の
使
用
者

の
利
益
を
保
護

」
す
る
た
め
に
、
「
適

正
か

つ
合
理
的
」
に
処
理
せ
ね

ぽ
な
ら
な

い
事
項

で
あ
り
、
電
気
事
業
審
議
会

に
そ

の
役
割
を
期
待
し
て
も

よ
い
よ
う
に
見
え
る
。
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し
か

し
・

「
事

業

の
健
全

性
」

と

「
使
用
者

の
利
益

」

は
、

も

と
も
と

電
気

賞

業

に

認

め
ら

れ

た

地
域

独

占

の
弊

害

を
防
ぐ

た
め

に
そ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
両
立
が
要
求
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
使
用
者

に
は
爪
遷

応
な

コ
ス
ト

(料
金
)
を
負
担

さ

せ
ず
、
肇
業
者

に
は
不
A口
理
な
投
資
行
動
を
行

な
わ
せ
な

い
と
い
う
類

い
の
、
要
す
る
に
経
営
的
観
点
か
ら

の
健
全
性
と
公
益
性
の
追
求
を
意
図

し
た
も

の
と
言
・兄
る
。
し
た
が

っ
て
、

事
業
者
・

使
用
者

の
双
方

に
経
済
的

イ
ソ
セ
ン
テ
ィ
ヴ
の
な

い
、

む
し
ろ
社
会
的
責
務

の
履
行
を
求

め
る
廃
棄
物
処
分
費

の
プ
ー

ル
は
、

事
業
法
が
想
定
し
て

い
る
通
常

の
企
業
行
動
や
経
費

の
支
出
と
は
、

性
格
が
異
な
る
こ
と
を
否
定

で
き
な

い
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
を
法

の
い

う

「
事
業

の
健
全
性
」
や

「
使
用
者

の
利
益
」

の
範
ち
ゆ
う
に
ふ
く

め
て
解
釈
す
る
こ
と
に
は
少
な
か
ら
ず
無
理
が
あ

る
。

ヘ

へ

内
部
留
保

の
問
題
点
は
、
結
局
そ
れ
に
よ

っ
て
処
分
体
制

の
責
任
が
分
散

し
、
希
薄
化
す
る

こ
と

へ
の
懸
念
に
あ

る
。

せ

っ
か
く
国

の

処
分
機
関
が
設
立
さ
れ
て
も
、
資
金

の
直
接
管
理
権
が
な

い
の
で
は
そ

の
立
場
が
弱
ま
り
、
縦
割
行
政

の
弊

に
悩
ま
さ
れ
る
結
果

に
な
り

か
ね
な

い
か
ら
で
あ

る
。
内
部
留
保

の
場
合
、
処
分
実
施
機
関
は
発
生
者

と

の
契
約
で
1

望
ま
し
く

は
法
的
裏
付
け
を
も

っ
て
ー
ー
積

立
額

の
調
整
や
そ

の
受
け
渡

し
を
と
り
繊
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
取

り
極
め

の
内
容
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
法

の
規
定
が
明
確
で
あ

る
ほ
ど
、

そ

の
実
態

は
事
実
上
の
基
金
制
度

に
近
づ
く

の
で
、
そ
れ
な
ら
ば
最
初

か
ら
基
金
制
度
を
作
れ
ば
よ

い
と

い
う
事

の
本
筋
に
議
論
が
戻

っ

て
く
る
。

つ
ま
り
、
基
金
制
度

の
も
と
で
処
分
総
費
用

の
見
積
り
に
も
と
つ
く
醸
出
額

(年
、
K
W
11
当
り
)
を
発
生
者

に
割
り
当
て
、
電

気
事
業
審
議
会
は
そ
れ
を
費
用
認
定

し
て
料
金
に
織
り

こ
め
ば

よ
い
わ
け

で
、

そ
れ
が
審
議
会

の
本
来

の
任
務
で
は
な

い
か
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。

い
ず
れ

に
し
て
も
、
資
金

シ
ス
テ

ム
の
選
択
は
処
分
実
施
機
関
と
の
関
係
を
抜
き
に
し
て
は
、

行
な
え
な

い
が
、
実
施
機
関
に
つ
い
て

今

た
だ
ち
に
明
快
な
答
案
を
示
す
こ
と
も
む
ず

か
し

い
。

こ
こ
で
は
あ
え
て
可
能
性

の
範
囲
を
限
定
し
、
国
家
責
任

に
も
と
つ
く
処
分
機

関
と
・
国
と
発
生
者

(電
力
会
社
)
の
共
同
処
分
機
関

の
二

つ
の
ケ
ー
ス
に
議
論
を
し
ぼ

っ
て
み
ょ
う
。
処
分
問
題

(事
業
)
の
特
性
か
ら

は
、
前
者

の
国

の
責
任
機
関
が
当
然
望
ま
し
い
が
、

に
も

か
か
わ
ら
ず
共
同
処
分
機
関
が
日
本

に
お
け

る
選
択
肢

の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
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幻

の
に
は
、

い
く

つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

ひ
と

つ
は
経
済
的
な
理
由

で
あ
る
。

オ
ラ
ソ
ダ

の
よ
う
に
、
「
非
営

利
の
機
関

の
方
が
安
上
り
」
と
い
う

"
常
識
"
は
日
本

で
は
通
用
せ

ず
、
む
し
ろ
国
営
機
関

の
非
効
率
性
が
目
立

っ
て
い
る
と

い
う
今
日

の
実
情
が
あ
る
。
処
分
事
業
が
長
期
に
わ
た
り
、
恒
久
的
な

"
隔
離
"

と

い
う
高
度

の
技
術
目
標
を
課
せ
ら
れ
て

い
る

こ
と
か
ら
、
国

の
処
分
機
関
が
効
率
的
な

日
。。
冨
αq
Φ
ヨ
Φ轟

を

欠

い
た
場
合
、

費
用
が
際

限
な
く
膨
張
す
る
だ
ろ
う

と
い
う
懸
念
に
は
根
拠
が
あ
り
、
そ

の
こ
と

へ
の
歯
止

め
と
し
て
発
生
者

の
機
関
参
加
、
企
業

マ
ネ
ー
ジ

メ
ン

ト
の
導
入
が
要
求
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

も
う
ひ
と

つ
の
理
由

は
、
内
部
留
保
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
関
す

る
。
内
部
留
保

に
は
上
述

の
問
題
点
が
あ
る
が
、

そ
れ
を
解
消
す
る

方
法

と
し
て
、
処
分
実
施
機
関

へ
の
発
生
者

の
参
加
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ

に
よ

っ
て
留
保
額

の
調
整
や
資
金

の
円
滑
な
運
用
が
期
待
さ

れ
、
実
質
的
に
基
金
制
度
と
同
様

の
機
能
を
も

ち
得

る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
も
、
公
益
事
業
規
制
も
そ
れ
な
り

に
働

い
て
い
る
点

に
こ
の

ヘ

へ

方
式

の
現
実
性
が
あ

る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
発
生
者
が
費
用
負
担

の
責
任
だ
け
を
負

い
、

し
か
も
資
金
を
そ
の
手
許
に
プ
ー

ル
す
る

と

い
う

の
で
は
、
処
分
実
施
機
関

の
活
動
が
制
約
さ
れ
ざ
る
を
得
ず
、
ど

ん
な
観
点

か
ら
も
好
ま
し
い
こ
と

で
は
な

い
。

以
上

の
よ
う
な
理
由

で
、

日
本
で
は
第
三

セ
ク
タ
i
方
式
が
選
好
さ
れ
る
か
も
知
れ
な

い
現
実
的
な
背
景
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ

の
こ

と
と
そ

の
実
現
可
能
性
と
は
必
ず
し
も
ま
た
同
じ
で
は
な

い
。
そ

の
点
は
こ
み
入

っ
た
議
論
が
必
要
な

の
で
、

こ
こ
で
は
立

入
ら
な

い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
処
分
体
制

の
決
定

に
至
る
道
筋
と
し
て
は
、
廃
棄
物
処
分
事
業

の
特
性
1

そ

の
長
期
性
、
総
合
性
、
世
代
間

の
問
題

等
ー
1

か
ら
見

て
も

っ
と
も

望

ま
し

い

「
国

の
責
任

」
体

制

に

つ

い
て
、

徹
底

し
た
論

議
が

ま
ず

必
要

で
あ

る
。

第

三

セ
ク
タ

ー
方

式

の

可
能

性

は
、

そ

の
論
議

の
過

程

で
、
国

の
責

任
体

制

そ

の
も

の

の
、

ま
た
発

生
者

責
任

の
在

り
方

に

つ
い
て

の
認
識

を
深

め

る
、
あ

る
種

の
ク

ラ
イ

テ
リ

ア
と

し

て
、

作
用

す

る

こ
と
が
予

想

さ
れ
、

ま
た
期

待

さ
れ

る
。
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(
1
)

「
こ
の
方

法

に
よ
る
防
護

は
、

自
然
お
よ
び
人

工
の
物
理
的
封

じ

こ
め
手
段

(8
韓
山
写
ヨ
①
算

暫
三
巴

を
完
全

に
基
礎
と
し
て
お
り
、
ど

ん
な
タ
イ
プ

の
制
度
的
管

理

に
も
依
存

し
な

い
」

(N
E
A
報
告
書

,
器
)
。

こ
こ
で

「
こ
の
方
法
」
と
は
、
放
射
性
廃
棄
物

の
地
層
処
分

(本
文
四

ペ
ー
ジ
)
を
指
し
て
い
る
。

(
2
)

再
処
理

工
程

で
分
離
さ
れ
る
高

レ
ベ

ル
廃
棄
物

(等
)
に
は
、
プ

ル
ト

ニ
ゥ

ム

(1
二
三
九
)

の
よ
う
な
長
寿
命
核
種
が
含

ま
れ
る
。
し
か
し
、
単

に
そ
の
存
在
を

指
摘
す

る
だ
け
で
は
、
数
千
年
な

い
し
そ
れ
以
上

に
わ
た
る
制
度
的
管

理

の
必
要
性
を
証
明
し
た

こ
と

に
は
な
ら
な

い
。
問
題
は
あ
く
ま
で
、

廃
棄
物
総
体

に
お
け
る

そ

の
存
在
比
と
処
分
後
に
環
境
中

へ
拡
散

す
る
可

能
性

の
程
度

で
、

そ
れ
ら
が
現
実
的
な
リ

ス
ク
を
決

め
る
。
技
術
開
発

の
目
標
が
そ
の
存
在

比
を
減
ら
す

こ
と
と
、

よ
り
高
度

の
封

じ

こ
め
シ
ス
テ
ム
に
向

け
ら
れ
る

の
は
当
然
で
、

リ

ス
ク
評
価
は
開
発
努
力

の
結

果

に
依
存
す

る
。

(3
)

制
度
的
管
理

に
と

っ
て
、

処
分
場
の

「
閉
鎖
」
概
念

は
重
要

で
あ

る
。
閉
鎖
前
に
は
廃
棄
物

の
取
り
出
し
が
可
能

(§

ユ
①奉
甑
①
)
で
あ
る
が
、

閉
鎖
後

は
廃
棄
物

が
人
間

の
管
理

の
手
を

(基
本
的
に
)
離
れ
る
。

(4
)

調
査

の
主
な
訪
問
先

ロ

(
西
独
)
零

即

O
芝

国

(O
①
暮
鼻

O
①
器
一一。・9
帥津

凄
門

芝
凶巴
。旨
舘
母
冨
ぎ

ほ
『q

〈
o
鵠

訳
。ヨ
耳
窪
。。8
中
窪

ζ
切
出

(○
臼
♂
冨
ロ
)・

(
ス
イ

ス
)

2
>
O
閃
〉
・

団
一切

(国
臨
αq
oロ
ぴ
器
団8
げ
o。・

ぎ
。。ユ
ε
榑

葺
「

閑
①帥ぎ
o
噌♂
話
6ゴ
鎧
5
槻
)
噸

(
オ
ラ

ン
ダ
)

ζ
冒
『
9
ユ
①

<
四コ

国
8
旨
o
ヨ
貯
oゲ
o

N
騨
ドo
戸

(
ベ

ル
ギ

ー
)

0
2
d
閃
》
男

国
母
8
ゲ
o巳

。

(竃
o
=
ン

(英
国
)
O
超
母
§

Φ
具

o
瓶
島
。

団
ロ乱
Ho
口
日
而
ロ
r

>
国
〉

寓
曽
毛
①
一一.
Z
蜀

国
寓
.
筆
者

は
原
子
力
委
員
会
放
射
性
廃
棄
物
対
策
専
門
部
会
委
員
と

し
て
調
査

に
参

加
し
た
。
機
関

の
正
式
呼
称

に
つ

い
て
は
第

3
章
参
照
。

(
5
)

処
分
実
施
…機
関
を

「
ど
ん
な
形
の
機
構

に
す
る

か
は
、
各
国

の
事
情

に
よ
る
。
産
業
が
実
施
…機
関
に
参
加
す
る
場
合
も
、
国
が

コ
ソ
ト

ロ
ー
ル
す
る
機
構

に
す
べ
き

ヘ

ヘ

へ

だ
。
産
業
が
実

施
機
関
を
作

る
場
合
は
、
政
府

の
厳

密
な

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要

で
あ

る
。
」

(国

Q。
9

三

談
、
本
年

四
月
十
二
日
、
東
京
)

(6
)

英
国

の
関
係
法
規

は
原
子
力
関
係
施
設
法

(Z
墓
一Φ胃

鵠

亀
三
Φ。。
>
9
)
と
放
射
性
物
質
法

(閑
巴
す
師a

<
Φ
G。
ロ
げ
し・鼠
幕
6

》
6紳)

の
二

つ
が
あ
る
。
処
分
場

は

「原

子
力
関
係
施
設
」

と
し
て
前
者

に
よ
る
許
認

可
を
う
け
、

処
分
行
為
自
体

は
後
者

の
規
制
を
う
け

る
。

(
7
)

ス
イ

ス
で
連
邦
専
管
が
法
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
、

ヵ
イ
ザ
!
ア
ウ
グ

ス
ト

黛

駐

Φ「窪
σq
。・梓)
原

子
力
発
電
計
画
な
ど
を

め
ぐ

る
環
境
論
争

の
長
い
経
過
が
あ

っ
た
。

論
争
は
立
地
点

の
地
方
議
会

(隣
接

の
バ

ー
ゼ

ル
市
を
含

む
)

の
反
対

か
ら
始

ま
り
、
廃
棄
物

の
処

分
可
能
性

に
次
第

に
論
議
が
し
ぼ
ら
れ
、
連
邦
議
会

へ
と
持

ち
上

げ
ら
れ

た
。
今

日
ま

で
に
二
度

の
国
民
投
票

が
行

な
わ
れ
て
い
る
。

(8
)

窯
>
O
国
〉

ヨ
昏
お
ぎ
αq
ら
話
。8
「
即

房
。・竃
罫

彼

の
表
現
は

「
N
A
G

R
A
の
組
織

が

ス
ウ

ェ
!
デ

ン
の
処
分
機
関

に
似

て
い
る
」
だ

っ
た
。

(9
)

>
2

2
Ω
①
8

8
5
8
邑

謂

常

穿
き
9

㈹
。
=

三
墓

①嵩
。
聾

百

①
§

。・窟
冨
峠
コ
巨

霞

ぎ

τ

3

(
寓

㊥
・
冨
。。
一)

(10
)

オ
ラ
ソ
ダ
経
済
省
電
力

・
原

子
力
部
長

O
鍵
と

・
O
①
甘
コ
叩

(
11
)

ゴ
ビ
沙
漠
な
ど
の
処
分
適
地
を
も

つ
中
国

は
、

昨
年

一
定
料
金

に
よ
る
使
用
済
燃
料

の
引
取
り

を
欧
州

諸
国

に
提
案

し
た
。
中
国

の
目
的
は
外
貨
獲
得

に
あ
る
と
見

ら
れ
る
が
、
米
国
は
使
用
済
燃
料
に
プ

ル
ト

ニ
ゥ

ム
が
含
ま
れ
る

こ
と
か
ら
中
国
の
意
図
を
疑

っ
て
お
り
、

ソ
連

は
同
様

の
引
取
り
提
案
を
行

な

っ
て
中
国
を
牽
制
し

て

い
る
。

(
12
)

ベ

ル
ギ

ー
は
オ
ラ

ン
ダ
語
圏

と
フ
ラ

ソ
ス
語
圏

に
分
か
れ
て
お
り
、
各
語
圏

の
代
表
が

こ
の
種

の
委
員
会

に
加
わ
る
の
が
慣

例
に
な

っ
て
い
る
。

(13
)

二
;
ダ

ー
ザ

ク
セ
ン
州
は
西
独

の
北
東
部

の
州

で
、
ゴ

ア
レ
:
ベ

ソ
は
東
独
と
の
国
境

エ
ル
ベ
川

の
流
域

に
あ
る
。
西
独
政
府
は
同
州
内

の
事
業

に
特
別

の
助
成
を



し
て
い
る
。

(14
)

処
分
実
施
機
関

へ
の
直
接
払
込
み
に
つ
い
て
は
、
N
E
A
報
告
書
の
記
述
は
必
ず
し
も
明
快
で
は
な
い
。
基
金
制
度
の
場
合
は
・
総
費
用
の
見
積

り
に
も
と
つ
く
年

度
醸
出
額
の
割
当
、
見
積
り
の
定
期
的
な
見
直
し
等
が
厳
密
に
行
な
わ
れ
る

(法
規
に
よ
る
)
が
、
直
接
払
込
み
は
実
施
機
関
と
発
生
者
の
契
約
に
も
と
つ
い
て
行
な

わ
れ
る
の
で
、
資
金
の
充
分
性
、
発
電
収
益
か
ら
の
支
払
等
に
問
題
が
生
じ
得
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(15
)

H
E
A
報
告
書
お
よ
び
今
回
の
調
査
結
果
に
由
る
。

(路
)

翼

曇

〈。

薫
騨、一①
℃
。
躍
6
楼

〉
。酔
・
碁

・。。
釆

国
も
政
府
管
理

の
基
金
制
度

(三
百
二
条

・
)
で
あ
る
が
、
費
用
徴
収

の
襲
付
け
と
し
て
・

エ
ネ

宰

良

官

は

廃
棄
物

の
引
取
り

(三
百
二
条

a
)

の
ほ
か
、
詳

細
な
処
分
計
画

の
作
成
と
そ
の
実

施

の
責
任
を
負

っ
て
お
り
、
現

に
実
行
し

つ
つ
あ
る
。
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帥
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♂
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鴇
雪

。
量

軽

爵

巳

番

屡

一
。
{

据

島

畠

&

〈
o

笥
騨
緯
ゆ

(N
o◎
.
劇
.
一
り
QQ
いQ
)
暫

(
18
)

鍵

。邑

窪

ぎ

§

8

件ぽ

明
民

尊

。
§

塁

匿

。
爵

α・
。;

喜

匙

誓

量

。
蕊

(α.罠

。・
。。
)・

(
9ー
)

原
子
燃
料
産
業
株
式
会
社
。
ウ
ラ
ン
濃
縮
と
低

レ
ベ
ル
廃
棄
物

の
貯
蔵
を
業
務
と
し
、
青
森
県
下
北
地
方
で
貯
蔵
計
画
を
進
め
て
い
る
。

(20
)

小
発
生
者
の
廃
棄
物
は
、
放
射
線
障
害
防
止
法
に
も
と
づ
き
、
放
射
性
同
位
元
素
協
会
が
収
集
、
貯
蔵
し
て
い
る
。
処
分
は
今
後
の
問
題
。

放射性廃棄物の処分29


